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研修医の皆さんとともに

質の高い医療を追求し、

山口の地域医療を守ります。

山口県では15の基幹型臨床研修病院をはじめ、協力型臨床研修

病院や研修協力施設において、次の 4つのポリシーを
共有しながら研修を行っています。
これを見れば、臨床研修から専門医取得まで、

山口県内での 一貫したキャリア
形成 がイメージできるはず。

研修医の皆さんを将来の医療の

担い手として育成します。

プライマリ・ケアの基本的な診療能力の習得、
ならびに医師としての人格の涵養を通じて、
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山口県済生会

P.17P.17 下関市立市民病院
地方独立行政法人

P.18P.18

下関医療センター
地域医療機能推進機構 P.15P.15 関門医療センター

国立病院機構 P.16P.16

宇部協立病院
医療生活協同組合健文会

P.13P.13 山口労災病院
労働者健康安全機構

P.14P.14

P.11P.11 宇部中央病院
医療法人社団

P.12P.12

の 臨 床 研 修 病 院15
山口大学
医学部附属病院

℡���
��������

〒752-8510
下関市長府外浦町1-1

℡����
�������

https://mcoop-kenbun.jp

〒755-0005
宇部市五十目山町
16-23

℡����
�������

〒756-0095
山陽小野田市大字
小野田1315-4

℡���
��������

〒750-0061
下関市上新地町
3-3-8

℡����
�������

〒755-8505
宇部市南小串1-1-1

℡����
�������

〒755-0151
宇部市大字西岐波
750

℡���
��������

〒759-6603
下関市安岡町8-5-1

℡���
��������

〒750-8520
下関市向洋町1-13-1

98

1110

1312

1514

https://www.yamaguchih.johas.go.jp

https://www.yamaguchi-u.ac.jp/hosp/ https://www.ube-hp.or.jp

https://kanmon.hosp.go.jphttps://shimonoseki.jcho.go.jp

https://www.simo.saiseikai.or.jp https://shimonosekicity-hosp.jp

臨
床
研
修
病
院

03



岩国医療センター
独立行政法人 国立病院機構

山口県東部唯一の救命救急センターを有し、年間約1.5万人の
救急患者に対応。疾患については二次医療圏で唯一、循環器科
と心臓血管外科を併せ持つ医療機関として高度診療にあたって
います。地域周産期母子医療センターに加え、山口県中・東部お
よび広島県西部地域唯一のNICUを有する施設で、広域を対象
に新生児重症救急患者の診療を担当しています。

484床

給与1年目：約434,000円/月
給与2年目：約434,000円/月

（令和9年度 採用予定人数）

［消化器内科］

藤本 剛 医師
研修医2年目［大分大学出身］

岩見 大輝 医師

都市部の大病院にはない「ちょうどよいサイズの病院」が点在して
います。どの病院も魅力的で初期研修には最適と思います。

気候は温暖で住みやすく、そこに暮らす人達は温厚です。車で
ちょっと走ればきれいな海や緑豊かな山があります。食事もおいし
く、地酒もたくさんあり居住環境は最高です。

目の前の患者さんの「病気」を診るだけではなく、「病気を患った人」
を診ることが大事と思います。そして何故そうなるのか？と常に疑問
を抱き「リサーチマインド」を養うような指導を心掛けています。

当院は実践中心の病院です。実際に手を出して考えることができる
病院です。多くの症例を経験して立派な臨床医になってください。

お問い合わせ先 ｜ 担当部署 : 管理課 ｜ 担当者 : 信岡 希呼 ｜ 電話：0827-34-1000
｜ Eメール：513-sy01@mail.hosp.go.jp

病院見学の際に、研修医が診療できる機会の多さや指導医の先
生方の熱心な教育体制など、研修医として成長できる環境が整っ
ていると感じたからです。

軽症から重症まで幅広い症例の診療ができ、指導医の先生方か
ら手厚いフィードバックをいただけるため、豊富な経験と学びを得
ることができることです。

まだ至らない点も多くありますが、救急外来での初期対応から、診
断と治療方針まで考えることができるようになりました。

当院では研修医が主体となって診療できる機会が多く、研修医が
成長するうえで文句なしの環境が整っていると思います。興味が
ある方はぜひ一度見学にいらしてください。

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
研修医勉強会〈毎週１回〉
内科CPC〈隔月〉
院内感染症勉強会〈毎月１回〉

・ 広島西医療センター
・ いしいケア・クリニック
・ 山口大学医学部附属病院精神科
・ JA広島総合病院
・ 恵愛会柳井病院
・ 岩国市立美和病院
・ 周防大島町立大島病院
・ 医療法人新生会いしい記念病院
・ 岩国基地診療所　ほか

一般内科医の養成と、将来内科系あるいは外科系の専門診療科を専攻しようとする人に対して、
基本的に有するべき知識や技能と態度を習得することができる研修プログラムです。プライマリ・
ケアが十分に実行できる医師を養成するとともに、以後の専門領域研修のための基礎を築くこと
を目的としています。

山口県の研修病院としての良さは何だと思いますか。

山口県に住んでいて感じる魅力を教えてください。

指導において心掛けていることは？

医学生へのメッセージ

研修先病院として選んだ理由は？

この病院を選んでよかったことは？

研修で最も身についたことは？

医学生へメッセージ

所在　〒740-8510  山口県岩国市愛宕町1-1-1

1
年
目

2
年
目

6カ月

内

1カ月

小
1カ月

産

1カ月

麻
2カ月

救
1カ月

外
2カ月

選

8カ月

選
1カ月

地
1カ月

精

小…小児科、 産…産婦人科、 精…精神科、 地…地域医療、 選…希望する診療科を選択

内…内科、 救…救急、 選…希望する診療科を選択、 外…外科、 麻…麻酔科

指 導 医 研 修 医

Q

Q

Q

Q

Q
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Q
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募集人数

待遇

病床数

臨床研修病院

1

臨
床
研
修
病
院

04



周東総合病院
山口県厚生農業協同組合連合会

波静かな瀬戸内海を望み、緑の山々に囲まれた風光明媚な丘陵
に立地。柳井医療圏唯一の二次救急指定病院で臨床研修指定
病院、災害拠点病院、がん診療連携拠点病院、地域医療支援病
院でもあります。急性期病院として救急患者や紹介患者を積極的
に受け入れ、地域の介護・在宅医療への取り組みも進み、地域の
医療・介護・福祉との連携が非常に良好なことも強みの一つです。

328床

給与1年目：500,000円/月
給与2年目：600,000円/月

（令和9年度 採用予定人数）

所在　〒742-0032　山口県柳井市古開作1000-1

［外 科］

林 雅規 医師
研修医２年目［山口大学出身］

宇賀 公彦 医師

日本有数の高齢化地域にありますので地域に密着した高齢者
医療を研修できることが特色だと思います。都市部も今後更に
高齢化が進むわけで、当院では時代の先を行く研修ができると
思います。

これまでの学生感覚を捨て、職業として一生この仕事を続け、自
分や家族を支える糧を得るというプロ意識を持つよう指導して
います。

瀬戸内の温暖な気候と美味しい食べ物は魅力的です。

自分と同じ境遇や価値観を持った先輩の意見が最も参考にな
ります。

お問い合わせ先 ｜ 担当部署：総務課 ｜ 担当者：常信 智広 ｜ 電話：0820-22-3456
｜ Eメール：soumu@hsp-shuto.jp

私は内科系志望なのですが、当院は病床数に対して研修医数が少ないため数多
くの症例を経験でき、実践力を磨きやすいと思ったため当院での研修を希望しま
した。また、出身に最も近い臨床研修病院であり、地域医療に尽力されている点も
希望動機となりました。

病床数、症例数に対して研修医や後期レジデントの先生の数が少ないため、外科
系はもちろんのこと内科系でも多くの症例や手技を自分で経験、実践できます。

指導医の先生も熱心に指導してくださり、数多くの症例の治療方針や経過を実践
的に学べる研修病院だと思います。自分で試行錯誤しながら手を動かしていくう
ちに、徐々に医学的な知識や行動力が身についてくる実感を持つことができます。

手技を含め、症例担当が自分に回ってくるチャンスにはほぼ困らない病院だと思
います。また、当院での研修で緊急医師確保対策枠の過疎地域勤務期間も2年間
満たせます。外科系志望の方はもちろんのこと、内科系やそれ以外の志望科の方
も是非、一度病院見学に来てみてください。

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
柳井内科医会、周南医学会、
山口県農村医学会、
全国農村医学会、BLS、ACLS、
院内の研修会・事例検討会　など

・ 恵愛会柳井病院  
・ 光輝病院
・ 山口大学医学部附属病院           
・ 周防大島町立大島病院
・ 長門総合病院
・ 岩国医療センター　ほか

医療圏で唯一の総合病院であることから、地域に密着した診療を行うことを重視しており、多彩な
症例があります。最新の診断装置も整備し、初診→診断→治療を通して経験できます。また3名枠
の研修医であるため、臨機応変にプログラムの対応が可能な点もメリットとして挙げられます。
※当院の臨床研修は、山口県医師修学資金（緊急医師確保対策枠）の返還免除の要件となる「過
　疎地域病院の勤務期間（4年間）」に参入できます。

1
年
目

2
年
目

24週

内
12週

救
4週

外
4週

小
4週

産
4週

精

4週

地
48週

選

内…内科、 救…救急、 外…外科、 小…小児科、 産…産婦人科、 精…精神科

地…地域医療、 選…選択科

プ ロ グラム
責 任 者 研 修 医

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

当院の研修病院としての良さはどんな点ですか?

どんな指導を心掛けていますか?

山口県の良さはどこに感じますか？

医学生へのメッセージ

研修先病院として選んだ理由は？

研修病院としての特色を教えてください。

この病院を選んでよかったことは？

医学生へのメッセージ

募集人数

待遇

病床数

臨床研修病院

2
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徳山中央病院
独立行政法人 地域医療機能推進機構

山口県東部3市、約25万人を診療圏とする地域最大の基幹病院
として、1次から3次救急まで対応する急性期医療を担っていま
す。入院・外来・救急患者とも非常に多いことから各研修医が多
彩な症例を経験でき、密度の高い研修を受けることができます。
外科系の手術、内科の心カテ、PCI、内視鏡の検査・治療件数にお
いても県内最多施設の1つです。

519床

給与1年目：460,800円/月
給与2年目：497,920円/月

（令和9年度 採用予定人数）

所在　〒745-8522　山口県周南市孝田町1-1

［臨床検査科］

宮原 誠 医師
研修医2年目［山口大学出身］

大輪 諭史 医師

地域の基幹病院であるため、救急・外来・入院患者とも非常に多く、各研修
医が豊富な症例を経験でき、密度の高い研修を受けることができます。各科
の垣根は低く連携が取れており、また研修医同士の仲が非常に良いのも当
院の魅力です。

各個人に見合った研修が組めるようプログラムに柔軟性を持たせており、指
導医と研修医のマンツーマン方式を基本としております。医師のみならず全
職員が病院を挙げてサポートしていきます。

ただ単にパターンで覚えるのではなく、基本に立ち返り、『なぜそうなのか』の
“なぜ？”を常に意識するよう指導しています。

当院で医療の専門的技術や知識を習得すると共に、“こころ”に寄り添う医療
をぜひ我 と々ともに学んでいきましょう。とてもやりがいのある病院ですよ。

お問い合わせ先 ｜ 担当部署：総務企画課 ｜ 担当者：石光 舞 ｜ 電話：0834-28-4411
｜ Eメール : main@tokuyama.jcho.go.jp

徳中を選んだのは、毎朝の救外カンファレンスや心強い上級医
の存在など手厚いバックアップの下、多様で豊富な症例を最前
線で経験することができるからです。

救外当直や日々の診療に加えて、定期的に行われるカンファレン
スやレクチャーなどフィードバックを得られる機会も多く、臨床
で大切な知識や考え方、技術をきっちりと習得できる点です。

一人ひとりの患者さんについて、問題点を適切に評価・解決する
ために自ら考える力です。

たくさんの同期や上級の先生方に支えられながら日々臨床研修
に向き合っています。より実践的な医療を身に付けたい方はぜひ
徳中へ！徳山、とてもいい街ですよ！

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
救急外来モーニングカンファレンス

〈毎朝〉、
救急ケースカンファレンス〈週1回〉、
院内ICLS講習会

（日本救急医学会認定コース）

・ 愛命会泉原病院
・ 周南市立新南陽市民病院
・ 山口大学医学部附属病院
・ 山口宇部医療センター
・ 萩市民病院
・ 周防大島町立大島病院　ほか

1年目の救急研修では救急部の他に、各診療科の特徴的な救急疾患についても講義・実習を行
います。また2年間を通して救急部及び各科専門医の下で救急研修を実施し、高い診療能力がつ
きます。2年目は基本的診療能力の習得のほか、高度な専門的医療の現場で学べるよう、将来専
門とする診療科の研修を約10カ月間設定しています。

当院の研修病院としての良さはどんな点ですか?

研修内容のセールスポイントは？

指導において心掛けているのは？

医学生へのメッセージ

研修先病院として選んだ理由は？

この病院を選んで良かったことは？

研修で最も身についたことは？

医学生へのメッセージ

1
年
目

2
年
目

8週

救
4週

小
4週

精
6週

麻
24週

内
4週

外
4週

産

約10カ月

選
5週

地

地…地域医療、 選…自由選択科

救…救急、 麻…麻酔科、 内…内科、 外…外科、 産…産婦人科、 小…小児科、 精…精神科

研 修 医プ ロ グラム
責 任 者

臨床研修病院

3

募集人数

待遇

病床数

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

臨
床
研
修
病
院
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山口県立
総合医療センター
当院は防府市にある総合病院であり、救命救急センターでは一
次から三次までの救急患者を多く受け入れるとともに、地域がん
診療拠点病院としてがん診療を積極的に推進。総合周産期母子
医療センターにおいては県内全域から搬送されるハイリスク妊
婦・新生児に対応。他に基幹災害拠点病院、感染症指定医療機
関としての危機管理や対応訓練も定期的に行っています。

504床

給与1年目：570,000円/月
給与2年目：610,000円/月

（令和9年度 採用予定人数）

所在　〒747-8511　山口県防府市大字大崎10077

［脳神経内科］

福迫 俊弘 医師
研修医2年目［山口大学出身］

黒瀬 雅彦 医師

指導医の綿密でレベルの高い辛抱強い指導が特徴です。結果だけを
捉えるのではなく、そのプロセスを重視した指導を心がけています。

救命救急センターで数多くの患者のfirst touchを経験することが
できます。診療には指導医によるチェックが必ず行われており、ま
た各科のバックアップにより、ミスの少ない高レベルの研修を行え
ます。

綿密、丁寧、辛抱強く高レベルな指導を心がけています。主訴、病
歴、所見から病態及び部位を推定し、治療を行い、退院後の家庭
環境などにも配慮した患者さんのためになる研修の指導を目指し
ています。

経験豊富な指導医だけでなく、患者さんのことを考えた多職種に
よる介入により、満足度の高い医療を提供しています。

お問い合わせ先 ｜ 担当部署：総務課 ｜ マッチング担当者：藤井 柊哉 ｜ 電話：0835-22-4411
｜ Eメール：soumuka@ymghp.jp

幅広い診療科を有しcommon diseaseに加え専門性の高い医療
を間近で見ることのできる環境が魅力的でした。また研修医の在
籍が多い環境が自分に合っていると思いました。

先生方や他職種の皆様がとても優しく親身になって指導いただけ
るため、学ぶ環境が整っています。院内は活気にあふれた開放的な
雰囲気です。

医学知識や手技はもちろんのこと、根拠のあるアセスメントを身に
付けられました。当直や病棟管理で、自分のアセスメントやプラン
に指導医の先生からのフィードバックをいただけて、短期～長期で
経過を確認することで成長を実感しています。

内科外科を問わず様々な経験を積め、医師の第一歩としてふさわ
しい病院だと思います。まずは気軽に足を運んでみて雰囲気を感じ
てみませんか？お待ちしています！

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
救急疾患の初期治療講習会

〈5月～8月に10回〉
症例検討会（CPC）の実施〈毎月〉
基礎セミナーの実施〈毎月〉
総合内科カンファレンス〈4回〉

・ 山口県立こころの医療センター
・ 山口大学医学部附属病院
・ 下関市立豊田中央病院
・ 周防大島町立東和病院
・ 川上診療所　ほか

医師としての人格を涵養し、将来の専門性にかかわらず、医学・医療の社会的ニーズを認識しな
がら日常診療での病気や病態に適切に対応できるようプライマリ・ケアの基本的な診療能力（態
度・技能・知識）を身につけることが研修目標。各科の垣根がなく指導医とマンツーマンで患者を
担当し、多くのことが学べる体制が整っています。

研修先病院として選んだ理由は？

この病院を選んでよかったことは？

研修で最も身についたことは？

医学生へのメッセージ

当院の自慢は？

研修内容のセールスポイントは？

どんな指導を心掛けていますか?

医学生へのメッセージ

1
年
目

2
年
目

24週

内
8週

救
4週

外
4週

外科系
4週

小
4週

精
4週

産

※

40週

選
4週

地
4週

選
4週

選

内…内科、 外…外科、 小…小児科、 救…救急（麻酔含む）、 精…精神科、産…産婦人科
外科系…１年目の外科系1ヶ月は、外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、泌尿器科、耳鼻咽喉科の6科から選択。

 地…地域医療、 選…選択科 ※未達成の診療科

プ ロ グラム
責 任 者 研 修 医

臨床研修病院

4

募集人数

待遇

病床数

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

臨
床
研
修
病
院
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山口総合病院
社会福祉法人恩賜財団済生会支部 

高度急性期・専門医療を通じ、二次救急を担う地域医療支援病
院として山口市の地域医療を支える中核的な役割を果たしてい
ます。研修では1つの研修診療科に1人の研修医を割り当てるマ
ンツーマン研修と、研修医の希望に沿ったカリキュラムが特徴。
選択科目が自由に選べ、希望する研修を重点的に受けられるよ
うに変えることが出来ます。

279床

給与1年目：6,780,000円/年（賞与等含む）
給与2年目：7,325,000円/年（賞与等含む）
賞与1年目：1,088,000円（令和7年度実績）
賞与2年目：1,515,500円（令和7年度実績）

（令和9年度 採用予定人数）

所在　〒753-8517　山口県山口市緑町2-11

［泌尿器科部長］

大場 一生 医師
研修医2年目［山口大学出身］

伊ヶ崎 葵 医師

当院は山口市の中核病院でかつ萩・益田方面の患者さんも数
多く受入れている2次救急病院です。症例数も豊富ですが、各科
の垣根が低く、アットホームなところが最大の特徴です。

基本的に各科１人ずつ研修していただきますので、マンツーマン
できめ細やかな指導を行います。そのため実践的な手技や処置
も早期に修得できると思います。また各科の垣根が低いので、
困った症例をストレスなく相談できます。

“医師の心”をはぐくむことが大切です。研修医と共に指導する側
も一緒に研鑽して参ります。

“よく学び、よく遊べ”　山口市は自然豊かで、空気もきれいなの
で、スポーツをするには最適な環境です。充実した研修プログラ
ムと共に有意義な２年間の研修生活を送りましょう。

お問い合わせ先 ｜ 担当者：河口 勇磨 ｜ 電話：083-901-6333（直通）/6111（代表）
｜ Eメール：kikaku-pr@ymg-saiseikai.jp

病院見学の際にこの病院の雰囲気の良さを感じました。診療科や職種を超えて楽しそうに
話しながら仕事をされている様子を見てこの病院なら楽しく研修ができると感じました。

優しく指導熱心な先生方が多く、自信がなくて自分から「やらせてください」と言いづらい時
でも先生方から手技の機会を積極的に与えてくださるので、多くの経験ができています。ま
た、初めは研修医の忙しい生活に耐えられるか不安でしたが、当直前後が休みであることや
基本定時に帰してくださるため、ゆっくりと研修医生活に慣れることができました。

日直や当直での救急対応だと思います。初めは右も左もわからない状況で2年目の先生方、
上級医の先生方、看護師さんに迷惑をかけることも多かったですが、その都度改善点を優し
く教えてくださったり、先生方が対応される様子をみたりすることで、少しずつ自分も自信を
持って初期対応ができるようになりました。

当院は研修医がそれほど多くはないですが、病院は中規模で活発であるため、科の研修中に
は指導医の先生方を独り占めしながら、それぞれの診療科で多くの手技や症例を経験する
ことができます。何よりも、職場の雰囲気の良さや研修医を大切に扱ってくださるところが当
院の1番のアピールポイントだと思うので、ぜひ一度病院見学に来て実感してみてください！

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
研修医向け勉強会 〈月1回程度〉
ICLS講習会（年1回）
CPC（年1回）
各診療科カンファレンス（週1回）  

・ 山口大学医学部附属病院
・ 仁保病院
・ 小郡第一総合病院
・ 山口赤十字病院 
・ 長門総合病院
・ 済生会山口地域ケアセンター
・ 周防大島町立大島病院

急性期医療を担う当院と、老人性認知症を中心に精神科を診療する仁保病院、小児科・産婦人
科を担当する山口赤十字病院及び近隣の社会福祉施設や開業医で研修を行うプログラムと
なっています。各機関が効率的に連携している中での研修によって、地域連携や職員間の連携な
どを身につけることが可能です。

当院の自慢は？

研修内容のセールスポイントは？

指導において心掛けているのは？

医学生へのメッセージ

研修先病院として選んだ理由は？

この病院を選んでよかったことは？

研修で最も身についたことは？

医学生へのメッセージ

山口県
済生会

1
年
目

2
年
目

4週

救
30週

内
5週

外
5週

麻
4週

放
4週

選

32週

選
8週

一地
4週

精
4週

産
4週

小

救…救急、内…内科、外…外科、麻…麻酔科、放…放射線科、選…選択科
地…地域医療、一…一般外来、 精…精神科、 産…産婦人科、 小…小児科

※救急部門研修を行う際、麻酔科、放射線科で学ぶ手技が必要となることもあるため、
　選択科ですが1年目より、麻酔科と放射線科を当初よりプログラムに組み込んでいます。

指 導 医 研 修 医

臨床研修病院

5

募集人数

待遇

病床数

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

臨
床
研
修
病
院
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山口赤十字病院
綜合病院

山口県央部の基幹病院として地域医療に従事し、急性期を主体
とした総合病院としての機能に加え、地域周産期母子医療セン
ター、小児救急医療拠点病院として産科、小児科医療を実施して
います。また、赤十字としての救護活動にも注力。多数の認定施設
で専門的な知識、技術が習得可能です。

327床

給与1年目：430,000円/月（日当直手当含む）
給与2年目：460,000円/月（日当直手当含む）
賞与2回（夏季・冬季）

（令和9年度 採用予定人数）

所在　〒753-8519　山口県山口市八幡馬場53-1

[内視鏡外科部長]

山中 直樹 医師
研修医2年目 [山口大学出身]

小万 美由紀 医師

総合病院として内科や外科をはじめ多岐にわたる分野での専門的な指導医が
在籍しています。産科小児科領域では地域周産期センター・小児夜間急病セン
ターを有しており、山口圏域での周産期医療で重要な役割を担っています。ま
た、赤十字病院としての特性である災害医療も積極的に活動しています。

各診療科の垣根が低く、他科へ気軽にコンサルトや相談ができ、各診療科にま
たがって診療ができます。市中病院のためCommon diseaseから希少な難
病・特定疾患までバランスよく豊富な症例を経験可能です。研修途中でも希望
があれば、柔軟に研修プログラムが変更可能です。

基本的に診療科に１人が配属される体制にしており、研修医各々の習熟度に
応じてマンツーマンに指導しています。救急の場では主体的に診療に当たって
もらい、上級医から必ずフィードバックを受けていただきます。

当院は医療スタッフに恵まれており、自分のペースで研修ができます。病院周辺
も風情ある街並みで、きっと楽しい研修生活が送れますよ。

お問い合わせ先 ｜ 担当部署：人事課 ｜ 担当者 : 塩塚 優大 ｜ 電話：083-923-0111
｜ Eメール：jinnji@yamaguchi-med.jrc.or.jp

私は学生時代から小児科に興味があり、当院は小児救急医療拠点病院で
小児・周産期医療に尽力していることや、研修医が内科外科当直だけでな
く、産科当直、小児科当直にも入れることに魅力を感じました。また、ロー
テーションの自由選択期間が長く、研修医の希望に応じて適宜変更でき
るプログラムの柔軟性も当院を志望した理由の１つです。

当院には多くの診療科があり、各科専門の指導医が在籍されています。垣
根が低く相談しやすい環境にあることや、日当直・研修中の科ではマン
ツーマンに指導してくださり、自身のしたいと思ったことに先生方も対応し
てくださるので安心して充実した研修を送れます。

指導医からのフィードバックにより最初の頃よりは、救急での初期対応や
治療方針、病棟管理など身につけられたと思います。

当院のスタッフは皆さん温かく、働きやすい環境です。研修医向けの講義も
あり研修環境も整っています。食事もおいしいですよ。是非、一度病院見学
に来てみてください。

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
ICLS講習会、BLS講習会、
CPC（臨床病理検討会）〈年1回〉、
金曜早朝講義、呼吸器セミナー、
内科セミナー、
消化器合同カンファレンス、
抄読会〈定期的〉、
その他各科症例検討会あり

・ 山口大学医学部附属病院
・ 宇部協立病院
・ 日本赤十字社和歌山医療センター
・ 山口県立総合医療センター
・ 関門医療センター
・ 下関市立市民病院　ほか 

当院は山口県央・県北の基幹病院として2次医療圏に属しています。柔軟にプログラムが作成で
き、各診療科ローテーションが可能。Common disease等、多数の症例を経験できます。糖尿
病サポートチーム、栄養サポートチーム（NST）、院内感染防止（ICT）チームなどのチーム医療に
も力を入れています。

研修先病院として選んだ理由は？

この病院を選んでよかったことは？

研修で最も身についたことは？

医学生へのメッセージ

当院の自慢は?

研修内容のセールスポイントは?

どんな指導を心掛けていますか?

医学生へのメッセージ

1
年
目

2
年
目

24週

内
12週※

救
8週

外
8週

小

8週

産
4週

精
4週

地
36週

選

産…産婦人科、 精…精神科、 地…地域医療、 選…選択科目研修
※救急部門は救急外来所属で、内科系・外科系・小児科のそれぞれの医師の指導のもと行う。
　また、救急部門の12週のうち、4週は麻酔科研修とする。
※外科、小児科、産婦人科、精神科は4週～8週　※地域医療研修は、２年目に4週～8週

内…内科、 救…救急部門、 外…外科、 小…小児科

研 修 医
（プログラム責任者）
指 導 医

臨床研修病院

6

募集人数

待遇

病床数

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

臨
床
研
修
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小郡第一総合病院
山口県厚生農業協同組合連合会

山口県中央部における地域中核病院として総合病院の機能を有しながら、
国内外から研修医が集まる整形外科を有しております。外国人医師は常
時2名おり、日常的に英語にふれることができます。二次救急病院として積
極的に救急車両・ドクターヘリからの救急患者を受け入れています。外傷
の症例は勿論、手外科、関節外科、脊椎外科それぞれの分野で最先端の
医療を提供しています。研修の2年目には自由に選択可能な期間を長く設
けており、整形外科専門医を目指している先生には最適の病院です。

182床

給与1年目：500,000円/月
給与2年目：600,000円/月

（令和9年度 採用予定人数）

所在　〒754-0075　山口県山口市小郡中央通8-11

［整形外科］

服部 泰典 医師

地域中核病院として、職員数の充実と研究研修に力を入れていま
す。また得意とする整形外科のブランド化を積極的に展開してい
ます。

小規模病院でありながら、幅広い症例は勿論、世界最先端の整形
外科治療を経験することができます。マンツーマンで対応すること
ができ、整形外科を志望する研修医にとっては理想的な環境です。

技術の習得のみではなく、基本的な知識の重要性を強調してい
ます。

優秀な臨床医になるためには、目標とする先輩の下で働くこと
です。

お問い合わせ先 ｜ 担当部署：事務長 ｜ 担当者 : 藤部　恭史 ｜ 電話：083-972-0333
｜ Eメール：t-fujibe@ja-yckousei.or.jp

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
症例検討会

（内科・外科合同、整形外科）、
CPC〈随時〉、
抄読会（整形外科）

・ 吉南病院
・ 山口県立総合医療センター
・ 山口大学医学部附属病院
・ 山口赤十字病院
・ やすの皮膚科
・ 阿知須同仁病院
・ 仁保病院　ほか

地域中核病院として幅広い疾患を経験できプライマリ・ケアの基本的な診療能力が身につきま
す。診療所から地域の基幹病院まで多くの施設で研修が受けられるプログラムになっており、将
来の方向性を見いだせます。基幹型の研修病院として常時15名の常勤医を指導医として頼るこ
とができ、評価をミニマムEPOCで行うため、研修項目毎の指導医に評価を依頼できます。

当院の自慢は？

研修内容のセールスポイントは？

どんな指導を心掛けていますか?

医学生へのメッセージ

1
年
目

2
年
目

24週

内
4週

産
4週

精
4週

麻
4週

外
4週

小
8週

救

48週

選
4週

地

地…地域医療、 選…選択科

内…内科（消化器・循環器・血液）、 救…救急、 麻…麻酔、 外…外科、 小…小児科、 産…産婦人科、 精…精神科

専攻医 ［大分大学出身］

曽根崎 至超 医師

多くの論文を出され、講演をされている著名な先生方がいらっしゃる病院であ
り、手外科・マイクロサージャリーの研修が可能な病院です。具体的な上達目
標を掲げており、しっかり学べる環境だと感じ研修先として選択しました。

カンファレンスをしっかり行う病院であり、自分の評価・治療プランが正しいか
客観的に評価してもらうことができ、大変勉強になりました。また、勉強の仕方
自体を教わることができ、一つ一つ系統立てて学ぶことを教わりました。

手外科・マイクロサージャリーの世界を知り、学び、自身でも執刀する機会をい
ただきました。また、自分の考えをまとめてプレゼンテーションすることが研修
前より上達したと思います。

学び方を教われる病院は多くありません。最先端の医学に携わっている先生
方がどのように考え診療を行っているかを学べる非常に貴重な機会になると
思います。

研修先病院として選んだ理由は？

この病院を選んでよかったことは？

研修で最も身についたことは？

医学生へのメッセージ

研 修 医プ ロ グラム
責 任 者

臨床研修病院

7

募集人数

待遇

病床数

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

臨
床
研
修
病
院
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山口大学
医学部附属病院
山口県唯一の特定機能病院である当院は、高度救命救急センターを設置
し、ドクターヘリの基地病院として救急医療体制を担い、二次救急で対応
できない複数診療科領域の重篤な患者に対し高度な医療技術を提供す
る三次救急医療機関です。教育・研修、研究にも力を入れており、最先端の
機器を取り入れ、変化する社会の要望に貢献できる医療人の育成、新しい
診断および治療法の研究開発を行っています。

745床
（令和9年度 採用予定人数）

所在　〒755-8505　山口県宇部市南小串1-1-1

［糖尿病・血液内科］

宮崎 睦子 医師
研修医2年目［山口大学出身］

塩田 考矢 医師

現在病院再開発整備中であり、新病棟がR元年に開院した後、順
次新しい検査室や外来ブース等がオープンしています。R6年度に
PET-CTが導入されました。

数多くの診療科や協力型研修施設の中から研修医一人ひとりの希
望に合わせて自由に研修プランが立てられます。たすき掛け研修に
よりコモンディジーズから希少疾患まで広くカバーし、将来の専門
領域を重点研修する等、内容の濃い経験が可能です。シミュレー
ターを用いた実習も充実！

研修医目線で分かりやすく丁寧に、症例ごとに深く考察し、技術力
だけでなく診断力がつくように指導します。

山口大学では自分の将来を見据えたオーダーメイド研修が可能で
す。充実した研修になるようスタッフ全員でサポートしますので、是
非一度病院見学へ来てください！

お問い合わせ先 ｜ 担当部署：総務課医師育成支援係 ｜ 担当者 : 辻 絵里子
｜ 電話： 0836-22-2129 ｜ Eメール：me209@yamaguchi-u.ac.jp

大学病院での研修に加えて、市中病院も経験することで、山口県全体の医療につい
てより深く学べると思ったからです。また、大学病院と市中病院それぞれの診療体
制や、診療科ごとの雰囲気の違いを知ることができる点にも魅力を感じました。

山口大学のたすきがけ制度は、他の大学病院と比べても柔軟性が高い点が魅力だ
と思います。複数の市中病院を経験することも可能で、地域医療の選択肢も豊富で
す。自分の興味や将来像に合わせて研修を組み立てやすい点がよかったです。

臨床能力や手技だけでなく、さまざまな病院で研修する中で、どのような環境でも
適応する力が身についたと感じています。病院ごとに診療体制や雰囲気が異なる
ため、その場に合わせて動く力を養えたことは大きな経験でした。

将来、山口県内で働くことを考えている方にとって、山口大学での初期研修はとて
も良い選択肢だと思います。進みたい診療科が決まっている方も、まだ迷っている
方も、山口県内の各診療科がどのような医療を担っているのかを実際に働きなが
ら知ることができます。学生実習だけでは見えにくい部分も経験でき、将来のキャリ
アをより具体的にイメージできる研修だと思います。

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
研修医木曜セミナー〈毎週木曜日〉、
臨床病理検討会（CPC）〈年6回開催予定〉、
感染対策研修会〈年2回〉　
ICLS、緩和ケア講習会　など

・ 宇部中央病院
・ 山口宇部医療センター
・ 山口労災病院　
・ 済生会山口総合病院
・ 小郡第一総合病院　・ 山口赤十字病院
・ 関門医療センター　・下関市立市民病院
・ 済生会下関総合病院
・ 下関医療センター
・ 山口県立総合医療センター
・ 徳山中央病院
・ 周東総合病院
・ 岩国医療センター　ほか

プライマリケアから最新医療・専門的医療まで、大学病院と協力病院の特徴を生かした多様な研修が可能です。各専
門領域に経験豊富な指導医がいるので、初期研修時から新しい専門医制度に対応した症例を学ぶことができます。

研修先病院として選んだ理由は？

この病院を選んでよかったことは？

研修で最も身についたことは？

医学生へのメッセージ

当院の自慢は？

研修内容のセールスポイントは？

どんな指導を心掛けていますか?

医学生へのメッセージ

給与1年目：431,400円/月
給与2年目：431,400円/月

（当直手当、時間外手当を含む）

1年目

内…内科、 救…救急、 産…産科婦人科、 外…外科、
小…小児科、 精…精神科

①
全
方
向
型
自
由
設
計
コ
ー
ス

②
小
児
科
・
産
科
婦
人
科
・
周
産
期
コ
ー
ス

24週

内
12週

救

2年目

選…選択科、 地…地域医療、 来…外来

8週

選
36週

選

1年目

産…産科婦人科、 産（選）…産科婦人科（選択科）、
内…内科、  救…救急、  外…外科
2年目

小…小児科、 小（選）…小児科（選択科）、
地…地域医療、 来…外来、 精…精神科、 選…選択科
※全研修期間のうち小児科または産科婦人科を計32週以上必要となる。

4
週

産

4
週

地
4
週

来

4
週

外
4
週

小
4
週

精
4
週

産
8
週

産（選）

8
週

小（選）

4
週

外

12週

救
24週

内

4
週

小
4
週

地
4
週

来
4
週

精

28週

選

※救急研修は麻酔科4週間を含むことができます。

※ ※

研 修 医指 導 医

臨床研修病院

8

募集人数

待遇

病床数

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

臨
床
研
修
病
院
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宇部中央病院
医療法人社団

UBE（株）の結核療養施設として1953年に開設以来、宇部市に
おける市民病院的な役割を果たし、一般市民の利用が93％を占
めています。「いつでもどこでも誰でも安心してかかれる中央病院」
を理念に地域の中核急性期病院として高度専門医療と24時間
対応の救急医療を実践。平成26年10月より医療法人化し、地域
医療支援病院の認定も取得しました。

374床
（令和9年度 採用予定人数）

所在　 〒755-0151　山口県宇部市大字西岐波750

［糖尿病・血液内科］

井本 忍  医師
研修医2年目 [山口大学出身]

芳川 准ー  医師

宇部山陽小野田地区の2次救急の半分以上を担当しており、緊急の検査、
入院、治療（手術）ができる体制を整えています。スタッフも協力的なので
速やかな診断、治療が可能で先生方の腕前が試されます。

研修医数は１学年4-5名で症例や手技を十分に経験することができます。研修医向けの
レクチャーが充実しており実臨床経験の幅を広めてくれます。大学病院連携の臨床教育
センターを設置しており文献検索閲覧、Up To Dateなどのアクセスが容易です。

問診、診察から検査、診断に至る過程を重視しエビデンスを交えて論理的
に示しカルテにまとめられるように指導をしています。患者さんだけでな
く、コメディカルとの連携と意思疎通（チーム医療）を大切にして責任感を
持たせ、プロフェッショナリズムを高めるようにしています。

まずは自分がどんな医者になりたいかを考えて、希望を満たす病院を探し
てください。学生さん・研修医は積極的にフットワーク軽く行動したくさん
学んでください。働きやすい当院に是非一度見学に来てください。

お問い合わせ先 ｜ 担当部署：経営管理部 ｜ 担当者 : 下藤 ｜ 電話：0836-51-9286
｜ Eメール：ube-kenshu@ube-hp.or.jp

学生の頃の実習でお世話になりました。総合診療科の指導体制が
整っており、非常に熱心な指導が受けられそうだと感じたため当院
を選択しました。

救急外来で内科系も外科系も両方初期対応することができます。
また、上級医やコメディカルなどをはじめ、職員方々が非常に優しく
接しやすいです。総合診療科だけでなく、各科でしっかりと医療を
学ぶことができます。そして福利厚生も充実していると思います。

静脈路確保や用手的換気、動脈血採血、CV挿入、胸腔穿刺、気管
挿管といった幅広い基本的な手技や輸液、抗菌薬などの具体的な
薬剤選択と容量調整について。そして入院～退院までのおおまか
な仕事の流れ、カルテの書き方など。

救急外来で特に脳血管障害（麻痺やめまい、意識障害など）によく
遭遇します。研修医室が広く、電子カルテが充実しています。

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
画像読影会〈週1回〉、
各部門、指導医によるレクチャー
(適宜)

・ 山口大学医学部附属病院
・ 山口宇部医療センター
地域医療研修：
・ 薩摩川内市甑島手打診療所
  （ドクターコトーモデル診療所）　ほか

日常診療や日当直で頻繁に遭遇する疾患に対応できるように、プライマリ・ケアの基本的な診断能
力（態度、技術、知識）の習得を目指します。２年目には文献検索、学会発表、屋根瓦式に研修医・学
生さんへの指導も行ってもらいます。研修スケジュールは希望を聞いて調整しており適時変更も可
能。小児科、産婦人科、精神科の研修は連携している山口大学医学部附属病院にて研修。

当院の自慢は？

研修内容のセールスポイントは？

どんな指導を心掛けていますか?

医学生へのメッセージ

当院を研修先として選んだ理由は？

この病院を選んでよかったこと

研修で最も身につけられたことは？

研修の特色はどこに感じる？

給与1年目：520,000円/月

給与2年目：610,000円/月
(日当直手当・時間外等込)

(日当直手当・時間外等込)

1
年
目

2
年
目

一…一般外来、 地…地域医療

内…内科、 救…救急部門、 外…外科、 小…小児科、 産…産婦人科、 精…精神科

24週

内
12週

救
4週

外
4週

小
4週

産
4週

精

43週4週

地
4週

一 必修分野およびそれ以外の分野より選んで研修

（プログラム責任者）
指 導 医 研 修 医

臨床研修病院

9

募集人数

待遇

病床数

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

臨
床
研
修
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宇部協立病院
医療生活協同組合健文会

医療の安全性と平等性を地域で実践するために医療生協組合
員と医療生協職員の手で創り上げた病院です。プライマリ・ケア
を担う病院として、高度医療においては大学病院などの隣接病院
と連携し、地域に求められている医療とは何かを意識しながら、
安全・安心の医療と患者の人権を大切にした医療、無差別平等
の医療を推進していきます。

159床

給与1年目：400,000円/月
給与2年目：450,000円/月

（令和9年度 採用予定人数）

所在　〒755-0005　山口県宇部市五十目山町16-23

プログラム
責任者 西村 洋一 医師 研修医

研修医2年目［山口大学出身］

古賀 登萌 医師

救急から、リハビリテーション、在宅医療まで幅広い医療を展開し
ています。また、無料低額診療という経済的に困窮した患者さんの
負担を軽減する制度に積極的に取り組んでいます。

受け入れられる研修医の数が少ない分、個々の先生とよく話し合
いをしてオーダーメイドな研修ができます。他職種との垣根が低い
ので、チーム医療を実感しやすいと思います。

支援と自主性のよいバランスを意識して、症例から一緒に学ぶ姿
勢で指導していきたいと思います。

勉強、運動、趣味など外へ出て幅広く活動にチャレンジしてくだ
さい。

お問い合わせ先 ｜ 担当部署：医局秘書課 ｜ 担当者 : 林 ｜ 電話：0836-33-6111
｜ Eメール：hayashic399@gmail.com

地域医療の最前線である在宅医療や、多職種が連携する地域ネットワークに強い
関心がありました。研修医として将来の方向性を模索する中で、当院なら患者さん
の生活背景まで踏み込んだ深い経験が積めると確信しました。入職前から「ここで
どんな学びが得られるか」と、胸を高鳴らせていたのを覚えています。

「無差別・平等」を掲げ、どんな背景の患者さんも決して見捨てない懐の深さに感
銘を受けています。また、常に患者さんを第一に考え、診察後も「今の判断で良かっ
たか」と真摯に振り返る先生方の姿勢に触れ、医師としての理想像を見つけられま
した。福利厚生面でも、医局秘書の皆さんの手厚い支えがあり心強いです。

チーム医療の本質を学びました。薬局の皆さんの薬剤に対する徹底した責任感
や、リハビリ、食事、退院調整を担うコメディカルの方々に、いつでも即座に相談で
きる環境があります。専門職同士がプライドと生真面目さを持って連携する中で、
医師一人の視点ではなく、多角的に患者さんを支える視座が身につきました。

当院は、技術の習得はもちろん「医師としてどう在るべきか」をじっくり考えられる
場所です。熱意ある指導医と、職種の垣根を越えて助け合える仲間があなたを待っ
ています。地域に根差し、一人ひとりの人生に寄り添う医療を志すなら、ここでの経
験は一生の糧になります。ぜひ一度、当院の温かさを感じに来てください。

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
採血実習、抄読会、研修医カンファレン
ス、エコー研修、読影、全国並びに中国
四国地域の他県研修医と一緒に研修・
交流　など

・ 山口大学医学部附属病院
・ 宇部中央病院
・ 長門一ノ宮病院
・ 生協小野田診療所
・ 山口赤十字病院
・ 林道倫精神科神経科病院
・ 健和会大手町病院
・ 鳥取生協病院
・ 山口県庁
・下関医療センター
・美祢市立病院

宇部・小野田地域を中心に予防から診断・治療・リハビリ・介護までを実践しながら、医療制度を
よくする運動にも取り組んでいます。プライマリ・ケアの習得に最も適した中規模病院で、地域医
療を進めつつ、「生活している」患者さんを実感しながら、自らの将来の医師像を描いていける臨
床研修を実施します。

研修先として選んだ理由

この病院を選んでよかったこと

研修で最も身についたこと

医学生へのメッセージ

当院の自慢は？

研修内容のセールスポイントは？

どんな指導を心掛けていますか?

医学生へのメッセージ

1
年
目

2
年
目

外…外科、地…地域医療、
選択科目…総合診療科、麻酔科、整形外科、眼科、皮膚科、耳鼻咽喉科、保健・医療行政、内分泌内科 、神経内科

内…内科、救…救急部門、小…小児科、産…産婦人科、精…精神科

1カ月

小
6カ月

内
3カ月

救
1カ月

産
1カ月

精

10カ月
必須診療科・選択科から希望に応じて選択可能

1カ月

地
1カ月

外

プ ロ グラム
責 任 者 研 修 医

臨床研修病院

10

募集人数

待遇

病床数

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

臨
床
研
修
病
院
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山口労災病院
独立行政法人 労働者健康安全機構

二次医療圏の中核をなす急性期型総合病院であり、地域医療支
援病院として多くの登録医との間で紹介・逆紹介を行なっていま
す。勤労者の健康福祉に関する政策医療は病院のもう1つの柱
で、勤労者の心筋梗塞、脳梗塞、外傷などの急性期医療からリハ
ビリテーション、予防医療まで幅広く取り組んでいます。

308床
（令和9年度 採用予定人数）

所在　 〒756-0095　山口県山陽小野田市大字小野田1315-4

［救急科部長］

河村 宜克 医師
研修医2年目〔山口大学出身〕

山田 由佳 医師

25診療科を有しており、初期研修に必要かつ十分な症例を経験
できます。各診療科や病院スタッフ間の関係が良好です。また山口
県内で初めて卒後臨床研修評価機構（JCEP)の認証を受けた病
院です。

ローテーションは希望をもとに柔軟に編成できます。また経験豊
富な指導医のもと丁寧なマンツーマン指導を受けながら、主体
性を持って実践的に診療を進めることができます。

手技ができるようになるのも大切ですが、それだけでなく問題解
決に必要な「考える力」を養うよう意識して指導しています。

医師になろうと医学部に入学し勉学に励んでこられたと思いま
す。医師になるのはもう目の前です。しかしそれはスタート地点に
立ったに過ぎません。皆さんの描く理想の医師像を現実にするた
めに、共に歩んでいきましょう。

お問い合わせ先 ｜ 担当部署：総務課 ｜ 担当者 :  浜崎・阿座上 ｜ 電話：0836-83-2881
｜ Eメール：yamaguchirosai@yamaguchih.johas.go.jp

病院内でどのスタッフからも挨拶される暖かい雰囲気に惹かれ、各
症例のフィードバックをもらいながらじっくり診れること、やりたい
ことをどんどん経験できる研修環境に魅力を感じたからです。

先生だけでなく、看護師さん、技師さんが優しく、教えていただくこ
とができること、多くのCommonな病気に対する診療経験が積
め、様々な手技を実際に自分がやる機会が多いことです。

患者さんからの問診で、情報をどのように解像度を高くするか、多
くの症例を経験することで実践できるようになってきました。また、
手技だけでなく考え方の面で、原因についてなど指導医からの
フィードバックで少しずつ考えられるようになってきました。

指導医だけでなくその診療科の先生全員が様々な経験を積ませてく
れます。当院は見学だけでなく、多くの診療科で臨床実習（クリクラ）
も受け入れています。自分に合う合わないの雰囲気は研修先を選ぶ
際、大事だと思うので、是非当院の雰囲気を感じに来てください。

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
各診療科カンファレンス：
各診療科〈週1回〉、
研修医カンファレンス〈月2回〉

・ 山口大学医学部附属病院
・ 小郡まきはら病院
・ 横浜労災病院
・ 瀬戸整形外科クリニック
・ 森田病院
・ 吉中内科医院
・ 山陽小野田市民病院
・ 小野田赤十字病院　ほか

1年目の内科研修は、循環器内科、糖尿病・血液内科、消化器内科を合わせて24週ローテート
し、救急患者の診療も併せて行います。2年目の地域医療は、市内の開業医から希望する医療機
関を自身で選択。協力病院として登録する山口大学医学部附属病院や、小郡まきはら病院等で
も研修することができます。

当院の自慢は？

研修内容のセールスポイントは？

どんな指導を心掛けていますか?

医学生へのメッセージ

研修先として選んだ理由

この病院を選んでよかったこと

研修で最も身についたこと

医学生へのメッセージ

給与1年目：約500,000円/月

給与2年目：約600,000円/月
(日当直手当等込)

(日当直手当等込)

1
年
目

2
年
目

（循環）8週
内

（血液）8週
内

（消化器）8週
内

8週
救

4週
麻

4週
総

4週
産

4週
小

4週
精

44週
選

4週
地

4週
外

地…地域医療、 外…外科、 選…選択科

内…内科、 救…救急、 麻…麻酔科、 総…総合内科、 産…産婦人科、 小…小児科、 精…精神科

指 導 医 研 修 医

臨床研修病院

11

募集人数

待遇

病床数

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

臨
床
研
修
病
院
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下関医療センター
独立行政法人 地域医療機能推進機構

急性期病院として275床の一般病床、地域包括47床をもち、専
門的に特化する診療科を多数有するとともに、医療（病院・訪問
看護ステーション）・保健（健康管理センター）の機能を統合して
地域医療の中核を担い、広く健康増進に貢献する総合医療機関
です。

305床
（令和9年度 採用予定人数）

給与1年目：530,000円/月
給与2年目：530,000円/月

賞与2回（夏季・冬季）:250,000円

　　　　　  

（当直手当は超過勤務手当として支給）

（1年目夏のみ75,000円）

所在　〒750-0061　山口県下関市上新地町3-3-8

［消化器外科］

西村　拓 副院長
研修医2年目 [九州大学出身]

楯林 英一郎 医師

歴史、絶景、観光などの有名スポットが多数あり、海産物、コリアングルメなど食
べ物にも恵まれています。また九州とのアクセスも良く、田舎と都会がバランスよ
く共存している街です。教育、生活の両面で充実した研修環境を提供しています。

豊富なスタッフを擁していることに加え、近隣に点在する総合病院、精
神科病院、療養型病院と密に連携をとり幅広い臨床研修を学べます。
また、個々の希望に応じた研修内容も可能な限り対応しています。

個々の希望に添えるような研修を心掛けています。また医師としての、しっ
かりとしたライフプラン、キャリアデザインを築くための指導とサポートに
努めています。昨今の働き方改革にも十分留意した対応を行っています。

医師とは一生をかける価値のある仕事と思います。また、初期研修
は今後のキャリア形成において重要となってきます。当院で共に働
き、希望に満ちた医師生活を始めてもらえればと思います。

お問い合わせ先 ｜ 担当部署：総務企画課 ｜ 担当者 : 福田 ｜ 電話：083-231-5811
｜ Eメール：soumu@shimonoseki.jcho.go.jp

カリキュラムの自由度が高く、自分の志望科に合わせて柔軟に研修が組める点に魅力を感じま
した。また、医師同士はもちろん、医師と他職種の方とのコミュニケーションもスムーズで、病院
全体の雰囲気が良かったことも、ここで研修したいと思った大きな理由のひとつです。

少数精鋭の体制で、研修医同士の仲が良く、助け合いながら学べる雰囲気があることが特徴です。
高齢化が進む地域を支える中核病院として、地域医療にしっかりと関わることができるのも魅力で
す。さらに、救急車の受け入れも多く、救急対応の経験を積む中で実践的な力を確実に養えます。

各科に基本的に1人の研修医がローテートする体制なので、じっくりと丁寧な指導を受けられ
ます。特に指導熱心な先生が多く、日々の業務を通じて医師としての確かな実力を身につけるこ
とができています。また、診療科の垣根が低く、疑問があれば他科の先生にも気軽に相談でき
る、風通しの良い環境が整っているのも魅力です。

初期研修先を選ぶときは、「自分が2年間どんな環境で成長したいか」を考えることが大切だと
思います。下関医療センターは、研修医の主体性を尊重してくれる病院で、自分の興味や目標に
合わせてのびのびと学べる環境が整っています。指導医の先生方はとても熱心で、どんな小さな
疑問にも丁寧に向き合ってくれるため、日々の診療の中で着実に力がついている実感がありま
す。また、少数精鋭の体制なので病院全体が研修医をしっかり見てくれており、安心してチャレン
ジできる空気があります。仕事だけでなくプライベートの時間も大切にできるため、無理なく自
分らしく働けるのも大きな魅力です。実際に見学してみると、病院のあたたかい雰囲気や、研修
医同士の仲の良さを肌で感じられると思います。ぜひ一度足を運んでみてください！

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
プライマリケア・カンファレンス・
救急症例

〈月4回（救急部門時は月6回）〉、
指導医・上級医による講義

〈月曜講義〉、
救急対応講義〈4、5月〉

・ 山口大学医学部附属病院
・ 熊本大学病院(当院、協力病院)
・ 関門医療センター
・ 済生会下関総合病院
・ 下関病院  
・ 周防大島町立東和病院
・ よしみず病院
・ 下関市立豊田中央病院
・ 周防大島町立大島病院　ほか

基幹型研修病院であるとともに、山口大学、熊本大学の卒後初期臨床研修の協力病院として大
学のプログラムを共有する。内科・外科科目の中では、地域の脳神経疾患の中核を担っている脳
神経外科、消化器内科・消化器外科の科目を研修することができます。また、地域で初めて、総合
診療科を設置し、下関市24万人の充実した救急症例を学ぶことができます。※山大とたすき掛
け研修可能。熊大は不可。

研修先病院として選んだ理由は？

研修病院としての特色を教えてください

この病院を選んでよかったことは?

医学生へメッセージ

当院の魅力は？

研修内容のセールスポイントは？

どんな指導を心掛けていますか?

医学生へのメッセージ

1
年
目

2
年
目

8週
消

8週
糖

4週
地

4週
総

4週
選

4週
救

28週
選

4週
血

4週
糖

8週
救

4週
麻

4週
外

4週
選

4週
小

4週
産

4週
精

4週
選

消…消化器内科（内科）、 麻…麻酔科、 外…外科、 選…選択科、 血…血液内科、糖…糖尿病内分泌内科、 救…救急部門、 小…小児科、 産…産婦人科、 精…精神科

地…地域医療、 糖…糖尿病内分泌内科、 総…総合診療科（一般外来）、 選…選択科、 救…救急部門
※診療科の日程は研修医の選択、指導医の都合で調整する。

3週目より救急部門当直（救急部門ローテーション時は6回/月、それ以外は4回/月）

救急部門当直（救急部門ローテーション時は6回/月、それ以外は4回/月）

（　　　　　　　）一般病床275床、
地域包括47床

(休床あり)

プ ロ グラム
責 任 者 研 修 医

臨床研修病院

12

募集人数

待遇

病床数

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

臨
床
研
修
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関門医療センター
独立行政法人 国立病院機構

当センターは国立病院機構の施設として、国の保健医療政策を第一線
で推進する重要な使命を担っています。特に、がん、循環器病、成育医
療 (主として母性、小児に関する医療)についてそれぞれ国立がん研究
センター、国立循環器病研究センター、国立成育医療研究センターを
頂点とする全国の国立病院網と政策医療ネットワークを組み、高度先
駆的・専門的医療の実施や研究、研修を精力的に進めています。

400床

給与1年目：約600万円/年 （賞与等を含む）

給与2年目：約660万円/年 （賞与等を含む）

（令和9年度 採用予定人数）

所在　〒752-8510　山口県下関市長府外浦町1-1

［消化器内科］

戒能 聖治 医師
研修医［山口大学出身］

尾上 和希 医師

　　　　　　　　　　　 なんといっても病院の窓から見渡せる関門海峡のオーシャン
ビューは圧巻です。城下町長府の歴史的地区に隣接しており、心癒される環境で研修が
できます。研修医宿舎は病院敷地内で隣接しており、しっかりと研修に取り組むには最適
です。周囲にはショッピングモールや飲食店も点在しており、不自由なく過ごしてもらえま
す。美術館も近隣にあり、少し足をのばせば唐戸市場や水族館もあり、休日も楽しむこと
ができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多くの研修医が所属してお
り、活気にあふれています。救急患者や総合診療患者が多く受診します。研修医にはこれ
らの初期対応に当たってもらうため、基礎的な臨床能力を身に着けることができます。研
修医が主体の症例検討会や勉強会も毎週開催されており、多方面で実力を身につけるこ
とができます。国内外に多くの関連研修施設を有しており、ニーズに合った自由度の高い
研修プログラムを組むことができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自ら取り組んでもらえるよう
に指導しています。研修医が自分で考え、問題点を挙げ整理し、指導医とのディスカッション
を踏まえて解決に進んでいけるよう努めています。当院には豊富な知識と経験を有した幅広
い指導医が多く在籍しています。個々の研修医の要望に合わせた指導を心掛けています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　当院で研修を行うことで、十分に満足してもらえ
るものと自負しています。研修医がはつらつと働く姿をぜひ一度見に来てください。

お問い合わせ先 ｜ 担当部署：研修部長 ｜ 担当者 : 戒能　聖治 ｜ 電話：083-241-1199
｜ Eメール：KanmonKenshuui@mail.hosp.go.jp

初期研修2年間は救急医療を重点的に学びたいと考えたためです。海
が近く眺望が良い点もポイントでした。

同期の人数が多いこともあり、困った時には研修医同士で助け合う風
土があります。当直業務では初期研修医がメインで初療にあたる点
や、軽症～重症例まで幅広い疾患を経験できる点も挙げられます。

特に救急対応の初療について、手技も含め幅広い疾患に対する対応
力を身につけることができました。その過程で、主体的に学び知識を体
系化する仕組みを構築できました。また、当直で僑軍孤進な状況で
あっても、なんとか乗り越える胆力を身につけることができたのは今後
の大きな糧になると確信しております。

現在、地域の急性期病院が再編される過渡期にあり、当院もその渦中
にあることを実感しております。その中で初期研修を送る日々は大変興
味深い経験となることでしょう。国試勉強や部活など、色 と々大変かと
思いますが頑張ってください！

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
救急全例検討会（週1回）
研修医による救急症例勉強会

（週1回）
指導医による勉強会（週1回）

・ 山口大学医学部附属病院
・ 山口県立こころの医療センター
・ 山口赤十字病院
・ 周防大島町立大島病院
・ 下関病院　・ 吉水内科
・ 四国こどもとおとなの医療センター
・ 北部地区医師会病院（沖縄県）
・ 長崎県壱岐病院
・ 小倉記念病院
・ 公立みつぎ総合病院（尾道市）
・ 海外（WHO本部）　ほか

選択科が多いテーラーメード式のため満足度の高い研修プログラムを組むことが可能です。2年
間の研修期間中に総合外来、救急当直に参加し、プライマリ・ケアと救急研修の充実を図りなが
ら、指導医の下で豊富な症例を経験できます。また多くの研修協力施設があり沖縄や壱岐、海外
での研修機会もあります。

当院の自慢は？

研修内容のセールスポイントは？

どんな指導を心掛けていますか?

医学生へのメッセージ

研修先病院として選んだ理由は？

研修病院としての特色を教えてください。

研修で身についたことは？

医学生へのメッセージ

1
年
目

2
年
目

24週

内
4週

総
4週

整
4週

選
4週

麻
4週

外
8週

救

36週

選
4週

産
4週

小
4週

地
4週

精

小…小児科、産…産婦人科、精…精神科、 地…地域医療、 選…選択科

内…内科、 救…救急、総…総合診療科（一般外来）、外…外科、麻…麻酔科、整…整形外科、選…選択科 

研 修 医プ ロ グラム
責 任 者

臨床研修病院

13

募集人数

待遇

病床数

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q
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下関総合病院
社会福祉法人恩賜財団済生会支部

県西部の基幹病院として平成17年に新築移転。地域の医療機
関と連携し「心のかよう質の高い医療」を提供しています。二次救
急病院としてヘリポートも設置し、総合病院として標榜科は30
科。小児救急拠点病院、地域周産期母子センター、地域医療支
援病院、災害拠点病院、がん診療連携拠点病院に指定され、将
来の専門医を見据えた総合診療能力を病院全体で育みます。

373床
（令和9年度 採用予定人数）

所在　〒759-6603　山口県下関市安岡町８-５-１

［呼吸器内科］

宇山 和宏 医師
研修医2年目［山口大学出身］

古川 悠太 医師

　　　　　　　　　　症例数が豊富で症例のバランスもとれており、
各科の垣根も低く困った症例も気軽に相談できる環境があります。ま
た医師、看護師、薬剤師、検査技師、メディカルスタッフのモチベーショ
ンが高く、病院が一丸となって熱い心で医療を行っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域に密着した基幹病
院であるため、プライマリケアから高度医療まで充実した研修を行うことが
できます。救急車の受け入れ件数も多く、多くの症例を経験できます。また
各科での研修は、多くの優秀な指導医によるマンツーマンで対応しており、
きめ細かい指導が可能です。さらに救急外来で難渋した症例を中心に、指
導医も参加して症例検討会を毎週行い、症例の振り返りも行っています。

基本的な手技の習得および受け持った症例の診断・治療を主体的
に考えてもらうこと、患者さんに耳をかたむけ、患者さんに合ったよ
りよい治療を一緒に考えていくことを心掛けています。

　　　　　　　　　　　  　症例に偏りがなく、common disease
から希少疾患まで、多くの症例を経験できる病院だと思います。よ
りよい医療を目指して一緒にがんばりましょう。

お問い合わせ先 ｜ 担当部署：経営管理課 ｜ 担当者 : 村田 智隆 ｜ 電話：083-262-2300
｜ Eメール：soumuka@simo.saiseikai.or.jp

私は、消化器内科を志望しており、初期研修のうちから内科全般を幅広く学びながら
消化器疾患も多く経験できる環境に魅力を感じ、当院を選びました。また、病院見学の
際に指導医の先生方や研修医の先輩方がとても親身に接して下さり、雰囲気の良さと
相談しやすさを実感したことも決め手になりました。また、医師以外のコメディカルの
スタッフの方々も温かく受けて下さり、病院全体の雰囲気の良さも実感できました。

当院の魅力は、救急外来での初期対応から各診療科での専門的な診療まで、幅広く経
験できることです。救急外来では軽症から重症までさまざまな患者さんを診る機会が
あり、初期対応力が身につきます。また、各科のローテーションでは日常診療で必要な
知識や手技を実践的に学ぶことができます。上級医の先生方の指導も丁寧で、疑問点
をその場で相談しやすい環境です。

患者さんの主訴やバイタルサイン、検査結果から病態を考え、優先順位をつけて行動する
力が身についたと感じています。特に救急外来では、自分で考えて動く場面が多く初期対
応や鑑別疾患を考える能力が鍛えられます。また、上級医の先生方から毎日の診療を通し
てフィードバックをいただけるため、一つひとつの経験を成長につなげることができます。

当院は多くの症例を経験しながら上級医の先生方に丁寧に指導していただけます。温
かく学びやすい病院です。少しでも興味があれば、ぜひ一度見学に来て実際の雰囲気
を感じてみてください。

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
救急カンファレンス〈毎週〉、
内科合同カンファレンス〈毎週〉、
外科カンファレンス〈毎週〉

・ 山口大学医学部附属病院
・ 下関病院（精神科）
・ 下関リハビリテーション病院
　(地域医療)
・ 下関市立豊田中央病院
　（地域医療）

幅広く知識が身に付くよう総合診療方式の研修を基準としながら、将来の専門医を考慮し、研修
医の希望が叶えられるよう柔軟に配置。各部門多くの症例を実際に経験でき、各種カンファレン
スに参加して総合的な知識を得ることが出来ます。同時にプライマリ・ケアのできる幅広い第一
線の臨床医を育成します。

研修先病院として選んだ理由は？

研修病院としての特色を教えてください。

研修で最も身についたことは？

医学生へのメッセージ

当院の自慢は？

研修内容のセールスポイントは？

どんな指導を心掛けていますか?

医学生へのメッセージ

(手当含む)給与1年目：約550,000円／月
給与2年目：約600,000円／月
賞与1年目：450,000円、  2年目：600,000円

(手当含む)

山口県
済生会

1
年
目

2
年
目

24週

内
4週

救
4週

産
6週

外
6週

麻
4週

小

4週

精
4週

地

地…地域医療、 精…精神科

内…内科、 救…救急、 小…小児（一般外来含）、 産…産科、 外…外科、 麻…麻酔科

（腎内、呼吸器、循環器、消化器）

残りの44週間は希望の科を自由に選択可能
必須の救急の残り8週間は当院輪番制の救急日直・当直を行う

一般外来（週1日）

プ ロ グラム
責 任 者 研 修 医

臨床研修病院

14
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待遇

病床数

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q
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内科、外科を中心に多くの診療科がそろっており、自分の志望科とも
マッチしていました。また、当院では多くの救急車を受け入れており、
一般的な疾患から希少な疾患まで幅広い経験を積むことができると
ころが魅力に感じ、志望しました。

基本的に各科に一人の研修医がローテートする体制となっており、指導
医の先生方から丁寧な指導を受けることができます。また、カリキュラムの
自由度が高く、1年目でほとんどの必須診療科をローテートすることで、２
年目は自分の志望科を中心に興味のある科で研修することができます。

救急外来における初期対応は最も身についたことだと思います。指
導医の先生からのフィードバックも多く、臨床の現場における実践的
な知識を学ぶことができます。

多くの診療科がある当院では、充実した研修生活を過ごせると思い
ます。研修医同士の仲もよく、楽しく学び合える環境です。当院に興
味のある方はぜひ一度見学にお越しください。お待ちしております。

下関市立市民病院
地方独立行政法人

下関医療圏の中心的役割を担い、「安心の優しい医療を提供し、
市民から信頼される病院を目指します」の基本理念のもと、地域
から信頼される中核病院の役割を果たしています。悪性疾患、救
急医療、生活習慣病の診療を重点項目に掲げ、感染対策にも注
力。地域の医療機関と連携を図り、多様なニーズに対応できる医
療機能の充実も強化しています。

382床

給与1年目：550,000円/月 程度 当直手当含む

給与2年目：580,000円/月 程度 当直手当含む

賞与２回（夏季・冬季）

（令和9年度 採用予定人数）

所在　〒750-8520　山口県下関市向洋町1-13-1

[リウマチ膠原病内科]

大田 俊一郎 医師
研修医2年目[産業医科大学出身]

河杉 航聖 医師

化学療法センター、透析センターを併設し多様なニーズに対応していま
す。また緩和ケア病棟では終末期医療を学ぶことができます。呼吸器腫瘍
センター、脊椎・脊髄病センター、リウマチ・関節センターなどでは、診療科
の垣根を越え総合的・専門的な診療を行っています。

少人数での指導で多くの手技・処置を経験できます。麻酔科研修、
BLS・ACLSを修得することで、救急蘇生術を身につけます。また、
研修医の希望を取り入れた勉強会を行っています。

問診・診察・診断・治療における一連の論理的な思考はもちろんのこと、各
検査の意図、結果の解釈など細かく指導を行います。また、医療技術だけ
ではなく、医師として患者に向き合う姿勢など全人的に指導しています。

まずは病院見学においでください。百聞は一見にしかず。当院の良
さを分かっていただけると思います。

当院の自慢は？

研修内容のセールスポイント

どんな指導を心掛けていますか?

医学生へのメッセージ

研修先病院として選んだ理由は？

この病院を選んでよかったことは？

研修で最も身についたことは？

医学生へのメッセージ

お問い合わせ先 ｜ 担当部署：事務部 ｜ 担当者 : 濱﨑・谷口 ｜ 電話：083-224-3850
｜ Eメール：kengaku@shimonosekicity-hosp.jp

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
救急に関する早朝講義

〈4月～5月下旬くらいまで〉、
CPC〈年1回〉、BLS、ACLS、
ICLSなど

・ 下関市立豊田中央病院
・ 済生会下関総合病院
・ 下関病院
・ 山口大学医学部附属病院
・ 山口赤十字病院
・ 済生会豊浦病院
・ 宇部協立病院

必修科の内科24週、外科、小児科、産婦人科、精神科をそれぞれ4週、救急科12週(うち4週は
麻酔科で研修、研修期間内の当直回数含む)、麻酔科を8週研修。地域医療は2年次に4週研修、
残りの期間は選択科とし、研修医の希望も入れた研修計画を研修管理委員会で決定します。一
般外来は内科・外科・地域医療の研修中に並行して研修を行います。救急当番日は副当直として
月4回程度診察に従事します。

1
年
目

2
年
目

24週

内
8週

麻
4週

外

4週

地

4週

小
4週

産
4週

精
4週

救

地…地域医療

1年次で修了しなかった必修科を行い、残りは選択科として自由に選ぶことができます。

内…内科、 麻…麻酔科、 外…外科、 小…小児科、 産…産婦人科、 精…精神科、 救…救急科

研 修 医プ ロ グラム
責 任 者

臨床研修病院

15

募集人数

待遇

病床数

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

臨
床
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岩国医療センター
当 直 体 制

 当直回数（月平均）

当直時の患者数
当 直 手 当

周東総合病院
当 直 体 制

 当直回数（月平均）

当直時の患者数
当 直 手 当

当 直 体 制

 当直回数（月平均）

当直時の患者数
当 直 手 当

当 直 体 制

 当直回数（月平均）
当直時の患者数

当 直 手 当

当 直 体 制
 当直回数（月平均）

当直時の患者数
当 直 手 当

当 直 体 制
 当直回数（月平均）

当直時の患者数
当 直 手 当

当 直 体 制
 当直回数（月平均）

当直時の患者数
当 直 手 当

徳山中央病院

山口県立総合医療センター 済生会山口総合病院

綜合病院 山口赤十字病院 小郡第一総合病院

研修医2名と内科・外科系の指導医各1名で日
直/宿直を担当
4回
約30人
1年目、2年目共に
15,000円/月（実労働時間追加で加算）

研修医の役割　救急外来での宿日直業務。ファーストタッチとして、
ある程度の診察や検査を行う。
指導医からのフィードバック　救急時が落ち着いた時や当直終了時
に必ず振り返りを行う。

指導医１名、研修医１名
4回
10～15人
日直：20,000円/回、当直：20,000円/回
副直：10,000円/回

研修医の役割　救急外来の日当直。研修科の指導医の日当直日に、
指導医のもと、副直医として勤務。
指導医からのフィードバック 基本的に直後に口頭でフィードバック
を行う。対応・診断・治療法について、十分ではないところや間違いを
指摘して指導する。
当直で身に付く手技・知識　急患対応に必要な基本的な知識や循
環確保・気管内挿管・皮膚縫合等の手技。

内科当直指導医1名、外科当直指導医1名、
研修医1年目、2年目各1名（当直時  副直1名 
17：30～22：00、土日祝日直のみ研修医1年
目2名、2年目1名）
3～4回
50人
日直：1年次 38,880円/回、2年次 42,016円/回
当直：1年次 50,400円/回、2年次 54,462円/回

研修医の役割　救急外来日当直。1年・2年次研修医各1名が内科
系当直指導医、外科系当直指導医のもと勤務。研修医が全てファー
ストタッチを行う。
指導医からのフィードバック　救急車症例と入院症例を毎朝救急モーニ
ングカンファレンスで発表し、救急科指導医とディスカッション。研修医は自身の
当直時以外でも朝カンファに参加するので、珍しい症例も疑似体験できる。

研修医1年目1名、2年目1名、内科指導医1名
（原則として初期研修医は内科系疾患のみ診療）
3～4回
40人
内科当直時は時間外手当
外科当直時（救急ローテ中）は一部時間外手
当＋宿直手当（宿直手当22,500円/回）

研修医の役割　救急患者へのファーストタッチ、問診、診察、検査
オーダーなど。
指導医からのフィードバック　Walk-in症例は問診・身体所見の後に
アセスメントとプランを立てて指導医に相談、その後の診療を行う。救
急搬送症例は指導医とともに問診や身体所見を取り、一緒にアセスメ
ント等を行う。救急受診患者は、翌朝に救急専門医が画像や検査結果
を確認し、見逃した所見や対応について個別に指導することも。

指導医2名、研修医2名
3～4回
20人
日直：35,500円/回、当直：36,700円/回

（救急体制等による、他手当含む）

研修医の役割　患者さんへのファーストタッチなど。
指導医からのフィードバック　ファーストタッチ後、報告時にディス
カッションを行って方針を決定。患者が帰った後、または後日に相談
という形でフィードバックを実施する。
当直で身に付く手技・知識　心電図、MRI、CTなどの読み方、挿管。

指導医2名、研修医1～2名
4回
10～20人程度
20,000円＋実績分/回

研修医の役割 上級医の指導のもと副当直に入り、ファーストタッチ、
トリアージ、検査オーダー、処置などを行う。
指導医からのフィードバック　当直の場で足りなかったことなどを
教えてもらう。必要ならば後日カンファレンス形式で症例検討し、
フィードバックする。
当直で身に付く手技・知識　救急患者への一通りの必要な検査や
処置。

指導医2名、研修医1名
2回程度 （二次救急当番日において）
15人程度
20,000円/回

研修医の役割　指導医の下での診察など、ファーストタッチを行う。
指導医からのフィードバック　指導医がマンツーマンで指導し、そ
の都度指導医が疑問に対し答える。必要であれば後日症例検討も
行う。
当直で身に付く手技・知識　救急患者に対する初期・基本的な検査
及び処置。

2 3

4 5

6 7

1山口県の

当直レポート
ここでは山口県の15の臨床研修病院の
当直についてピックアップ！
当直体制や研修医の役割などを
チェックしましょう！！
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指導医1名、研修医1名
2回
15人程度（病院全体）
臨床研修手当に含む

指導医1名、研修医2名
（土日祝日で二次救急日の日直は指導医2名）
4～7回
10人前後
平日   6,000円/回
休日   8,500円/回

当 直 体 制
 当直回数（月平均）

当直時の患者数
当 直 手 当

当 直 体 制

当直時の患者数
当 直 手 当

当 直 体 制

 当直回数（月平均）

当直時の患者数
当 直 手 当

当 直 体 制

 当直回数（月平均）

当直時の患者数
当 直 手 当

当 直 体 制
 当直回数（月平均）

当直時の患者数
当 直 手 当

当 直 体 制
 当直回数（月平均）

当直時の患者数
当 直 手 当

当 直 体 制
 当直回数（月平均）

当直時の患者数
当 直 手 当

当 直 体 制

 当直回数（月平均）

当直時の患者数
当 直 手 当

宇部協立病院 山口労災病院

下関医療センター 関門医療センター

済生会下関総合病院 下関市立市民病院

指導医1名、研修医1名（副直として）
3～4回（副直として）
5～10人程度
10,000円/回（1年次）15,000円/回（2年次）

（副直手当として）

研修医1名、指導医は内科系・外科系各1名
4回
10人程度
21,000円/回+実働時間分の時間外勤務手当

研修医の役割　指導医のもとアナムネ聴取や身体診察・検査のオー
ダー、治療を実施する。
指導医からのフィードバック　その場で丁寧なアドバイスがあり、患
者が入院した場合、入院後の経過についても報告を受けることがで
きる。
当直で身に付く手技・知識　患者トリアージ、基本的かつ重要な診
察・診断手技治療や一般処置。

山口大学医学部附属病院 宇部中央病院

研修医の役割　各科研修中の当直では、各診療領域疾患の初期対
応（診察、採血、エコーなど）を行います。先進救急医療センターにお
ける研修では三次救急の対応を学びます。
指導医からのフィードバック 指導医がマンツーマンで指導し、その
都度フィードバックを行います。診察から治療方針決定までの流れに
ついて振り返り、手技の指導や画像読影も行います。
当直で身に付く手技・知識　基本的疾患の初期対応全般（採血、
ルート確保、エコー、CT・MRI読影、心肺蘇生、縫合止血など）。

研修医の役割　指導医の下、あらゆる救急患者に初診対応すること
で、プライマリーケアにおける問診能力と基礎技術の習熟を図る。
指導医からのフィードバック　形式的なものはないが、親切な先生
ばかりなのでわからないことは質問しやすい。専門の先生に紹介する
と後日、患者さんの状態を教えてくださいます。
当直で身に付く手技・知識　救急でのABCD。

研修医の役割　指導医のもとで、副直として勤務。指導医とともに
ファーストタッチを行う。
指導医からのフィードバック　その都度振り返りを実施、指導医か
らフィードバックを行う。レポートを提出して評価を受けることも。
当直で身に付く手技・知識　静脈・動脈採血、ルート確保、止血、縫
合、腰椎穿刺等の手技、心電図、エコー、CT、MRIなどの読み方、全
身を診るための知識。

研修医の役割　指導医・上級医（内科系・外科系各1名）の指導のも
とファーストタッチを行い、処置や治療を行う。
指導医からのフィードバック　当直の現場で丁寧な指導があり、後
日、症例検討会でフィードバックを受けることができる。CPCの指導
あり。
当直で身に付く手技・知識　救急部門（外来）としての初期対応（採
血、ルート確保、画像診断読影、心肺蘇生、患者・家族への対応等）

研修医の役割　救急全症例のファーストタッチを研修医が行う。血
液検査、CT検査なども研修医の判断で実施。
指導医からのフィードバック　鑑別診断まで行った後に指導医に相
談し、フィードバックを受ける。週1回、救急症例全例の振り返り検討
会を指導医と共に行う。
当直で身に付く手技・知識　救急症例の検査（エコーなど）から鑑別
診断、治療計画までを1人で出来るようになる。動静脈穿刺、縫合、挿
管などほぼ全ての臨床手技が身に着く。

研修医の役割　救急当番日の副当直として勤務。全てファーストタッ
チを行う。必ず内科系医師1名、外科系医師1名、管理当直医1名の3
名がバックアップする。
指導医からのフィードバック　指導医より適宜診断や治療方針のデ
ィスカッションを実施。注意すべきポイントについても指導します。
当直で身に付く手技・知識　基本的疾患の初期対応。
外科的手技、CPRの実施など。

研修医の役割　ファーストタッチを担い、指導医とともに救急外来
から病棟入院までの対処を行う。
指導医からのフィードバック　救急現場での検査や診察の在り方、
どの程度治療が必要か、また、その後の経過や当直時の対応の反省
点などの指導を受ける。
当直で身に付く手技・知識　外傷の処置、救急外来としての検査の
在り方、静脈ルート確保、CPRの実践など。

指導医2名（内科系・外科系各1名）、
研修医2～3名
月4回（救急部門選択週は6回）
20人程度（病院全体）
超過勤務手当として支給

輪番日（3日に1回）：指導医3名（1名は放射線科医）、研修
医6名　  非番日（3日に2回）：指導医1名、研修医2～3名
6～8回
輪番日：20～25人、非番日：5人
22,500円/回+時間外手当

指導医2名、研修医適宜
適宜
20人程度
25,000円～30,000円程度/回

指導医2名、研修医2名
4回
15人程度
30,000円/回

10 11

8 9

12 13

14 15
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専 門 研 修
プログラム

将来の地域医療の担い手となる若手医師の
キャリア形成を「 オール山口 」でサポートしていきます。
山口県の多彩なプログラムへ是非参加してみてください。

内 科

山口県には、8つの基幹施設によって、
特色ある31の専門研修プログラムが
設置されています。

外 科

整 形 外 科

産 婦 人 科

小 児 科

精 神 科

各プログラム基幹施設における身分および処遇

山口大学医学部附属病院
岩国医療センター
綜合病院 山口赤十字病院

山口大学医学部附属病院

山口大学医学部附属病院

山口大学医学部附属病院
山口県立こころの医療センター

山口大学医学部附属病院

山口大学医学部附属病院
山口労災病院

山口大学医学部附属病院
山口県立総合医療センター

内科専門研修プログラム

岩国医療センター内科専門研修プログラム

綜合病院山口赤十字病院
内科専門研修プログラム

山口大学（病院）小児科専門研修プログラム

山口大学医学部皮膚科専門医研修プログラム

精神科領域専門医研修プログラム

山口県立こころの医療センター連携施設
精神科専門医研修プログラム

山口大学外科専門研修プログラム

整形外科専門研修プログラム

山口県整形外科 専門研修プログラム

山口大学産婦人科専門研修プログラム

産婦人科専門研修プログラム

CONTENTS

皮 膚 科

23

24
26
27

28

29

30
31

32

33
34

35
36
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眼 科

放 射 線 科

麻 酔 科

病 理

救 急 科

形 成 外 科

リハビリテーション科

総 合 診 療

臨 床 検 査

耳 鼻 咽 喉 科

泌 尿 器 科

脳 神 経 外 科

山口大学医学部附属病院

山口大学医学部附属病院

山口大学医学部附属病院

山口大学医学部附属病院

山口大学医学部附属病院

山口大学医学部附属病院
山口県立総合医療センター

山口大学医学部附属病院

山口大学医学部附属病院

山口大学医学部附属病院
徳山中央病院
山口県立総合医療センター

山口大学医学部附属病院

山口大学医学部附属病院

山口大学医学部附属病院
岩国医療センター
徳山中央病院
山口県立総合医療センター
下関医療センター

山口大学眼科専門研修プログラム

山口大学医学部附属病院
耳鼻咽喉科・頭頸部外科専門研修プログラム

山口県泌尿器科専門研修プログラム

脳神経外科専門研修
山口大学医学部附属病院プログラム

山口大学放射線科専門研修プログラム

山口大学医学部附属病院麻酔科専門研修プログラム

麻酔科専門医研修プログラム

山口県・山口大学医学部病理専門研修プログラム

山口大学臨床検査専門研修プログラム

山口大学救急科専門いしんプログラム

徳山中央病院救急科研修プログラム

山口県立総合医療センター救急科
救急科専門研修プログラム

山口大学形成外科研修プログラム

山口大学リハ研修プログラム

山口大学総合診療専門研修プログラム

岩国医療センター総合診療科専門研修プログラム

徳山中央病院総合診療内科研修プログラム

長州総合診療プログラム

ふくふくプログラム

37

38

39

40

41

42
43

44

45

46
47
48
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50

51
52
53
54
55
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連携施設における身分および処遇については、
それぞれの施設の規程によります。

職 名
身 分

勤 務 形 態

給与（手当）

賞 与
休 暇
宿 舎
社 会 保 険 等
サポート体制

医師
山口大学医学部附属病院採用職員：診療助教
関連病院採用職員：関連病院によって呼称は異なります。
診療助教：４日／週（週あたり３１時間／勤務日以外の兼業可）
※先進救急医療センター、集中治療部、総合周産期母子医療セ
ンター勤務の場合は、週５日３８時間４５分勤務の変形労働時
間制・交代制勤務あり。※育児のための短時間勤務制度あり。
山口大学医学部附属病院採用職員：本学就業規則による。（週
４日勤務の場合：平均約47万円／月（宿直手当、通勤手当等含
む）関連病院採用職員：関連病院における就業規則による。
な　し
国立大学法人山口大学非常勤職員の勤務時間、休暇等に関する規則に基づく
な　し
健康保険、厚生年金、労災保険、雇用保険適用
院内保育所あり、育児のための時短勤務あり

職 名
身 分
勤 務 形 態
給与（手当）
賞 与
休 暇
宿 舎
社 会 保 険 等
サポート体制

医　師
正職員
５日／週（週当たり３８時間４５分）
平均約５5万円（宿直手当、通勤手当等を含まず）
あ　り
年次有給休暇２４日（うち夏季休暇3日）
な　し
健康保険、厚生年金、労災保険、雇用保険適用
保育園あり、夜間保育あり。

職 名
身 分
勤 務 形 態
給与（手当）

賞 与
休 暇

宿 舎
社 会 保 険 等
サポート体制

レジデント（1～2年目）、医師（3年目）
期間職員（1～2年目）、常勤職員（3年目）
5日／週（期間 週当たり35時間、常勤 週当たり38.75時間）
平均約60万円（期間）、平均約110万円（常勤）
※宿直手当、通勤手当等を含む
年約77,000円（期間）、年約110万円（常勤）
年次有給休暇20日、
リフレッシュ休暇3日
あ　り
健康保険、厚生年金、労災保険、雇用保険適用
保育園あり、夜間保育あり（毎週水曜日）、病児保育あり。

職 名
身 分
勤 務 形 態
給与（手当）

賞 与
休 暇
宿 舎
社 会 保 険 等
サポート体制

専攻医
常勤嘱託職員（3･4年目は正規職員）
5日/週当たり（40時間）、宿日直 月3回程度
1年目：45万円、2年目：50万円（嘱託）
3年目：65万2千円、4年目：66万5千円（正規）
※時間外手当、宿日直手当等は別途支給

（1･2年目）年13万円、（3･4年目）3.04か月分
週休2日制、年次有給休暇、特別休暇（忌引・夏季休暇等）
あ　り
健康・厚生年金保険、企業型確定拠出年金、労災保険、雇用保険
保育園、病児保育あり、育児のための時短勤務あり

山 口 大 学 医 学 部 附 属 病 院 山 口 赤 十 字 病 院

岩 国 医 療 センター

山 口労 災 病 院

職 名
身 分
勤 務 形 態
給与（手当）

賞 与
休 暇
宿 舎
社 会 保 険 等
サポート体制

医　師
正職員
５日/週（週当たり３８．７５時間/勤務日以外の兼業可）
3年目:約60万円、4年目:約61万円、
5年目:約62万円（宿日直手当等は別途支給）
前年度実績4.3ヵ月分
年次有給休暇２０日間、夏期休暇３日
な　し（住居手当あり）
健康保険、厚生年金、労災保険、雇用保険適用
保育園あり、夜間保育・病児保育あり

職 名
身 分
勤 務 形 態
給与（手当）

賞 与
休 暇
宿 舎
社 会 保 険 等

サポート体制

研修医
有期常勤職員
5日/週程度（週当たり38時間45分/兼業可）
約50万円（宿直手当、通勤手当、時間外勤務手当は
別途支給）
な　し
年次有給休暇２０日間、夏期休暇４日
な　し
健康保険(2年目から共済組合に加入)、厚生年金、
労災保険、雇用保険適用
中学就学までの子の看護休暇あり、院外保育園あり

徳 山 中 央 病 院

山 口 県 立こころの 医 療 センター

職 名
身 分
勤 務 形 態
給与（手当）

賞 与
休 暇
宿 舎
社 会 保 険 等
サポート体制

レジデント
有期常勤職員
５日／週（週当たり３８時間４５分／兼業可）
約50万円（宿直手当、通勤手当、時間外勤務手当は
別途支給）
な　し
年次有給休暇２０日間、夏期休暇４日
あ　り
健康保険、厚生年金、労災保険、雇用保険適用（２年目から共済組合に加入）
保育園あり、夜間保育・病児保育あり。

職 名
身 分
勤 務 形 態
給与（手当）
賞 与
休 暇
宿 舎
社 会 保 険 等

サポート体制

医　師
常勤職員
5日/週（週当たり38.75時間/ 勤務日以外の兼業可）  
約64万円（日当直手当等別）
年約171万円
年次有給休暇２０日間、夏期休暇３日
あ　り
健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険、
医師賠償責任保険
保育園あり、夜間保育あり

山 口 県 立 総 合 医 療 センター 　 　 　 　

下 関 医 療 センター

   

身分および処遇
ここでは各プログラム基幹施設における、専攻医の身分および処遇を掲載します。

専
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修
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内 科

山口大学医学部附属病院
内科専門研修プログラム

● 消化器専門医
● 肝臓専門医
● 循環器専門医
● 腎臓専門医
● リウマチ専門医
● 血液専門医

● 内分泌代謝・糖尿病内科専門医
● 神経内科専門医
● 呼吸器専門医
● アレルギー専門医
● 感染症専門医　その他

・岩国医療センター
・周東総合病院
・徳山中央病院
・山口県立総合医療センター
・済生会山口総合病院
・山口赤十字病院
・山口労災病院
・宇部中央病院
・山口宇部医療センター
・宇部協立病院
・下関医療センター
・関門医療センター
・済生会下関総合病院
・下関市立市民病院
・長門総合病院
・萩市民病院
・小倉記念病院
・愛媛労災病院
・島根県立中央病院
・浜田医療センター
・産業医科大学病院

【 岩 国 】
【 柳 井 】
【 周 南 】
【 山 口・防 府 】

【宇部・小野田】

【 下 関 】

【 長 門 】
【 萩 】
【 県 外 】

研修週間スケジュール例

研修施設一覧取得可能なサブスペシャルティ

金

木

水

火

月 外来研修
検査

病棟研修
検査

午　前 午　後 セミナー等

病棟研修
検査

病棟研修
検査

（特別）連携施設
地域医療研修

（特別）連携施設
地域医療研修

病棟研修
検査

病棟研修
検査

症例
カンファレンス 教授回診 症例検討会

山口大学医学部附属病院の内科専門
研修では、第一内科（消化器）、第二内
科（循環器、腎、膠原病）、第三内科（内
分泌・代謝、血液）、脳神経内科、呼吸
器・感染症内科（呼吸器、感染症、アレ
ルギー）の内科診療科の他、総合診療
部、先進救急医療センターが連携し
て、優れた内科医を育成するための研
修環境を整備しています。

▲脳神経内科▲呼吸器・感染症内科▲第二内科 ▲第三内科

第一内科▶

専
門
研
修
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ロ
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内 科内 科内 科内 科

医療人育成センター
● 電話／０８３６－２２－２１２９
● Eメール／me209@yamaguchi-u.ac.jp

第三内科
● 電話／０８３６－２２－２２５１
● Eメール／sannai@yamaguchi-u.ac.jp

総合診療部
● 電話／０８３６－２２－２６８６
● Eメール／general@yamaguchi-u.ac.jp

第一内科
● 電話／０８３６－２２－２２４３
● Eメール／naika1_w@yamaguchi-u.ac.jp

脳神経内科
● 電話／０８３６－２２－２７１４
● Eメール／neuro@yamaguchi-u.ac.jp

先進救急医療センター
● 電話／０８３６－２２－２６５６
● Eメール／amec3@yamaguchi-u.ac.jp

第二内科
● 電話／０８３６－２２－２２４８
● Eメール／ninai@yamaguchi-u.ac.jp

呼吸器・感染症内科
● 電話／０８３６－８５－３１２３
● Eメール／kokyuki@yamaguchi-u.ac.jp

プログラムに関する問い合わせ先

研修スケジュール例

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

G分野 H分野 総合診療部 Ａ分野（自由選択）先進救急医療センター

C分野 D分野 E分野 F分野Ａ分野 B分野

Ａ分野 Ｉ分野 Ｊ分野 Ｂ分野 Ａ分野

1
年
目

2
年
目

3
年
目

G分野 H分野 Ｉ分野 Ａ分野 Ｂ分野Ｊ分野

C分野 D分野 E分野 F分野B分野

不足分野 B分野

1
年
目

2
年
目

3
年
目

内科基本コース

サブスペシャルティ専門分野１年重点研修コース

Ｄ分野（サブスペシャルティ研修を中心とした内科全般の研修）

Ｄ分野（主にサブスペシャルティ研修）

Ｄ分野（サブスペシャルティ研修を中心とした内科全般の研修）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

不足分野を随時研修

不足分野を随時研修

不足分野を随時研修

1
年
目

2
年
目

3
年
目

Ｄ分野（主にサブスペシャルティ研修）
不足分野を随時研修4

年
目

内科研修内科研修 サブスペ研修

Ｃ分野（サブスペシャルティ分野を主に研修）

Ｃ分野（サブスペシャルティ分野を中心とした内科全般の研修）内科研修

D分野 E分野 F分野 G分野 H分野 I分野 Ａ分野 B分野C分野

不足症例を随時研修

不足分野を随時研修不足分野

1
年
目

2
年
目

3
年
目

サブスペシャルティ専門分野並行研修コース

内科・サブスペシャルティ専門分野混合研修コース

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
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内 科

岩国医療センター
岩国医療センター内科専門研修プログラム

● 消化器内視鏡専門医
● 消化器病専門医
● 呼吸器専門医

● 循環器専門医

● 担当部署／管理課
● 担当者／信岡　希呼
● 電話／0827-34-1000
● Eメール／513-ｓｙ01@mail.hosp.go.jp

・柳井医療センター
・山口赤十字病院
・山口大学附属病院
・国立循環器病センター
・岡山大学附属病院
・島根大学附属病院
・福岡大学附属病院
・四国がんセンター　・広島市民病院
・広島西医療センター　・福山医療センター
・岡山医療センター　・岡山赤十字病院
・倉敷中央病院　・岡山市民病院
・倉敷成人病センター
・南岡山医療センター　・中国中央病院

【 柳 井 】
【 山 口・防 府 】
【宇部・小野田】
【 県 外 】

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

1
年
目

2
年
目

3
年
目

岩国スペシャルコース（ISコース）　循環器内科

岩国ジェネラルコース（IGコース）　内科専門医をとって開業したい、というニーズに合わせてカスタマイズしたスケジュール

プログラムに関する問い合わせ先

当院は山口県東部、約20万人の診療圏唯一の基幹病院で、年
間約15,000人の救急患者、年間5,200台の救急車を受け入れ
ており、多種多様な症例を経験できます。「手を動かせる医者」を
育てるべく、多くの手技・処置を指導します。スペシャルコースで
は内科専門医取得と、より早いサブスペシャルティのキャリア構
築を両立できるように、またジェネラルコースでは「米国で家庭
医になりたい」「専門医をとって早く開業したい」「在宅医療専門
になりたい」といった多様なニーズに合わせて研修内容をカスタ
マイズして、皆さんの夢を応援します。

心臓カテーテル検査、
アブレーション

外来

循環器救急

心臓カテーテル検査

シンチ

＊空いた時間に病棟業務

循環器救急

心臓カテーテル検査、
ペースメーカー植え込み

循環器救急

心エコー検査

病棟カンファ

シネカンファ

内科医局会
循環器内科勉強会

内科救急

ハートチームカンファ
（心臓血管外科・麻酔科・

循環器内科合同）

循環器内科抄読会

1
年
目

2
年
目

3
年
目

心不全班に所属し重症心不全診療に携わる 血液内科・神経内科症例を研修し、症例登録完了　

呼吸器内科・消化器内科 循環器内科・不足分野循環器内科　

循環器内科研修　病歴要約完成させる　 循環器内科　臨床スキルアップに専念する
岩国医療センター（基幹施設）

岩国医療センター（基幹施設）

国立循環器病センター（連携施設）研修　 連携施設（広島西医療センター）研修　

呼吸器 循環器 総合内科救急科

不足分野　病歴要約完成 自由選択（外科研修、放射線科研） 自由選択

岩国医療センター（基幹施設）

岩国医療センター（基幹施設）

血液・アレルギー 腎臓・代謝・内分泌 膠原病・類縁疾患　症例登録完了神経内科
広島市民病院（関連施設） 倉敷中央病院（連携施設）

ISコース循環器内科

専
門
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内 科内 科内 科内 科

綜合病院 山口赤十字病院
綜合病院山口赤十字病院内科専門研修プログラム

● 総合内科専門医
● 消化器病専門医
● 消化器内視鏡専門医

● 呼吸器専門医
● リウマチ専門医
● 糖尿病専門医
● 腎臓専門医

● 担当部署／綜合病院 山口赤十字病院
　　　　　　呼吸器内科
● 担当者／國近　尚美
● 電話／083-923-0111
● Eメール／n-kunichika.ya@yamaguchi-med.jrc.or.jp

・岩国医療センター
・山口大学医学部附属病院
・下関市立市民病院
・九州大学病院
・九州医療センター
・浜の町病院
・JCHO九州病院
・松山赤十字病院
・飯塚病院
・福岡大学病院
・久留米大学病院
・原三信病院

【 岩 国 】
【山口・防府】
【 下 関 】
【 県 外 】

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

1
年
目

2
年
目

3
年
目

1
年
目

2
年
目

3
年
目

YGコース（山口赤十字病院総合内科コース）

YSコース（山口赤十字病院専門分野選択コース）

プログラムに関する問い合わせ先

当プログラムは、「Subspecialtyを見据え、地域連携にも取
り組み、患者さんの信頼を得られる内科専門医の育成」～豊
富な症例に恵まれ、各診療科の密な連携による指導のもと、
総合力の高い内科専門医からさらにSubspecialtyへと、切
れ目のない専門研修～をスローガンとした内科専攻医育成
を行う。

救急内科 神経内科 内分泌・代謝 血液・アレルギー神経内科

消化器 呼吸器 循環器 腎臓代謝総合内科

膠原病・類縁疾患 腎臓・代謝・内分泌 不足分野 自由選択
山口赤十字病院（基幹施設）

山口赤十字病院（基幹施設）

九州大学病院（関連施設)

呼吸器 循環器 総合内科消化器

総合内科 不足分野 消化器
九州大学病院（関連施設) 九州医療センター（関連施設）

山口赤十字病院（基幹施設）

アレルギー 腎臓・代謝・内分泌 膠原病・類縁疾患神経内科
山口赤十字病院（基幹施設）

外来

病棟

病棟

外来

病棟

透析

病棟

透析

救外 病棟カンファ

手術

抄読会

内科合同カンファ

専
門
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修
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ロ
グ
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ム
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小児 科小児 科小児 科小児 科

山口大学医学部附属病院
山口大学（病院）小児科専門研修プログラム

● アレルギー専門医
● 血液専門医
● 周産期専門医（新生児）
● 小児血液・がん専門医

● 小児循環器専門医
● 小児神経専門医
● てんかん専門医
● リウマチ専門医

● 担当部署／山口大学医学部小児科
● 電話／０８３６－２２－２２５８
● Eメール／shouni@yamaguchi-u.ac.jp

・岩国医療センター
・岩国市医療センター医師会病院
・柳井医療センター
・徳山中央病院
・鼓ヶ浦こども医療福祉センター
・山口県立総合医療センター
・山口赤十字病院
・山口宇部医療センター
・山口労災病院
・済生会下関総合病院
・済生会豊浦病院
・関門医療センター
・長門総合病院
・萩市民病院
・九州病院
・産業医科大学病院

【 岩 国 】

【 柳 井 】
【 周 南 】

【 山 口・防 府 】

【宇部・小野田】

【 下 関 】

【 長 門 】
【 萩 】
【 県 外 】

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

山口大学医学部附属病院

連携施設、済生会下関総合病院、山口県立総合医療センター、徳山中央病院、山口赤十字病院、岩国医療センター、あるいは山口大学病院
（小児新生児集中治療コースは九州病院、あるいは山口大学病院）

済生会下関総合病院、山口県立総合医療センター、徳山中央病院、山口赤十字病院、岩国医療センターのいずれか

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

金

木

水

火

月
学生指導
外来業務
病棟業務

チーム回診

学生指導
外来業務
病棟業務

チーム回診

学生指導
外来業務
病棟業務

チーム回診

学生指導
外来業務
病棟業務

チーム回診

学生指導
外来業務
病棟業務

チーム回診

午　前 午　後 セミナー等

病棟業務

症例検討会、
回診、医局会

病棟業務

病棟業務 研究会等

回診

抄読会、
データカンファレンス

診療グループ別
カンファレンス

腎臓・消化器・内分泌・代謝 循環器・神経 新生児集中治療室(NICU)感染・アレルギー・膠原病・血液・腫瘍

小児科一般（小児新生児集中治療コースは、小児科一般及び新生児集中治療）

小児科一般、新生児集中治療

1
年
目

2
年
目

3
年
目

① 総合臨床研修コース
② 成長発達コース

③ 集中治療コース
④ 産業医コース

⑤ 感染症重点コース

プログラムに関する問い合わせ先

成長・発達過程にある小児では、年齢による多様な疾患と臨
床像があり、小児科医師には幅広い知識と経験が求められ
ます。本プログラムでは、３年間で偏りのない研修を行い、

「子どもの総合診療医」「育児・健康支援者」「子どもの代弁
者」「学識・研究者」「医療のプロフェッショナル」の５つの資
質を備えた優れた小児科専門医を育成します。

など

専
門
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修
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皮 膚 科皮 膚 科皮 膚 科皮 膚 科

山口大学医学部附属病院
山口大学医学部皮膚科専門医研修プログラム

● 皮膚悪性腫瘍指導専門医
● 美容皮膚科・レーザー指導専門医

● 担当部署／山口大学医学部附属病院
● 担当者／皮膚科学講座
● 電話／０８３６－２２－２２７１
● Eメール／yshimo@yamaguchi-u.ac.jp

・周東総合病院（準連携施設）
・徳山中央病院
・山口県立総合医療センター
・山口赤十字病院
・下関市立市民病院（準連携施設）
・産業医科大学病院

【 柳 井 】
【 周 南 】
【山口・防府】

【 下 関 】
【 県 外 】

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

山口大学医学部附属病院（皮膚科専門医研修基幹施設）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

金

木

水

火

月 外勤

外来処置、手術

外勤

外来処置

外来処置

午　前 午　後 セミナー等

病棟業務、回診

病棟業務

病棟業務、手術

病棟業務

病棟カンファレンス

病棟業務、手術

病理カンファレンス

外来担当医の補助、処置係、病棟業務および手術業務を通じて、皮膚科の基礎知識と技能を習得する。

山口県立総合医療センター、徳山中央病院、山口赤十字病院（皮膚科専門医研修連携施設）
外来・病棟業務を通じて皮膚科領域のcommon diseaseの診療経験を多数積む。

山口大学医学部附属病院、関連病院勤務もしくは大学院生
外来・病棟業務などを通じ、より応用的な知識と技能を習得する。3年目から外来を担当する可能性あり。

1
年
目

2
年
目

3
年
目

山口大学医学部附属病院、関連病院勤務もしくは大学院生
外来・病棟業務などを通じ、皮膚科の診療能力をさらに高める。4

年
目

山口大学医学部附属病院、関連病院勤務もしくは大学院生
外来・病棟業務などを通じ、難治性皮膚疾患も含めて幅広く経験する。冬に専門医試験を受験する。5

年
目

プログラムに関する問い合わせ先

山口大学医学部附属病院の皮膚科専門研
修では、すべての皮膚疾患に幅広く対処で
きるような皮膚科専門医を育成するための
研修環境を整備しております。皮膚科専門
医取得後は皮膚悪性腫瘍指導専門医、美
容皮膚科・レーザー指導専門医の取得も可
能です。

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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山口大学医学部附属病院精神科神経科

山口大学医学部附属病院精神科神経科 山口大学医学部附属病院精神科神経科/連携施設

連携施設

1
年
目

2
年
目

3
年
目

精 神 科精 神 科精 神 科精 神 科

山口大学医学部附属病院
精神科領域専門医研修プログラム

● 精神保健指定医 ● 日本総合病院精神医学会専門医 　　● 日本精神神経学会専門医

● 担当部署／山口大学医学部附属病院
● 担当者／高次脳機能病態学講座 松原敏郎
● 電話／０８３６－２２－２２５５
● Eメール／seisin@yamaguchi-u.ac.jp

・柳井病院
・泉原病院　・大田病院
・小郡まきはら病院
・吉南病院　・防府病院
・山口県立総合医療センター
・片倉病院　・高嶺病院　
・山口県立こころの医療センター
・関門医療センター
・重本病院　・下関病院
・長門一ノ宮病院
・下関病院附属地域診療クリニック
・三隅病院
・九州大学病院

【 柳 井 】
【 周 南 】
【 山 口・防 府 】

【宇部・小野田】

【 下 関 】

【 長 門 】
【 県 外 】

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

プログラムに関する問い合わせ先

当科では、初発例にくわえ、難治または診断困難な症例、身体
合併症を有する精神科症例、児童の症例の治療を積極的に
行っています。院内身体診療科との連携も密であり、器質性・
症状性精神障害症例の紹介も多数あり、ほとんどの種類の精
神疾患の診察が経験できます。病棟は開放病棟にくわえ、閉
鎖病棟も有しており、また多職種で対応できる環境にありま
す。複数の指導医と専門医数名からなる３～４名の３つの臨
床グループで入院治療を行っており、専攻医が担当する症例
にはかならず指導医がつきマンツーマンで指導を行っていま
す。そのうえで、毎週行われる臨床グループカンファレンス、全
体カンファレンスを通じて、丁寧に精神科診療の基礎を学ぶ
ことができます。専攻医終了後は、精神保健指定医や日本精
神神経学会専門医資格を全員が取得しています。

初診予診･陪席
リエゾン診療

初診予診･陪席
病棟業務

初診予診･陪席
病棟業務

初診予診･陪席
リエゾン診療

初診予診･陪席
リエゾン診療

多職種カンファレンス/
全体カンファレンス

リエゾンカンファレンス/
症例検討会

病棟業務

病棟業務

病棟業務

論文抄読会

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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精 神 科精 神 科精 神 科精 神 科

山口県立こころの医療センター
山口県立こころの医療センター連携施設　精神科専門医研修プログラム

● 精神科保健指定医　● 精神科専門医
● 老年精神医学会専門医

● 担当部署／事務部
● 担当者／宗像 阿紀
● 電話／0836-58-2370
● Eメール／munakata.aki@ymghp.jp

・柳井病院
・泉原病院
・防府病院　・小郡まきはら病院
・山口県立総合医療センター
・吉南病院
・山口大学医学部附属病院
・片倉病院　・高嶺病院
・国立病院機構関門医療センター
・重本病院　・下関病院
・下関病院附属地域診療クリニック
・長門一ノ宮病院
・三隅病院

【 柳 井 】
【 周 南 】
【 山 口・防 府 】

【宇部・小野田】

【 下 関 】

【 長 門 】

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

プログラムに関する問い合わせ先

基幹施設である山口県立こころの医療センターと
県内の連携施設において、幅広い精神科臨床経験
を積むとともに、患者の地域生活を支える通院治
療、多職種チーム医療の実践等を通じ、精神科専
門医としての知識、技能を習得できる。山口大学医
学部附属病院の精神科領域専門医研修プログラ
ムと密接に連携して、豊富な症例経験を通じて良
質な研修機会を提供する。

山口県立こころの医療センター

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

精神科医としての基本的な知識と姿勢を身につける。

山口県立こころの医療センター

１年目の基礎的知識に加え、さらに専門領域（児童思春期、老年期、精神科薬物療法等）の研修プログラムを進める。

山口県立こころの医療センター

精神科救急医療、司法精神医療、精神科リハビリテーション・地域精神医療 などを幅広く経験し、
精神療法、薬物療法を主体とする治療手技、精神保健福祉法や社会資源についての知識と技術を深める。

1
年
目

2
年
目

3
年
目

外来診察

外来診察、予診、
回診（第1・3火)

外来診察

外来診察

外来診察

病棟業務 症例検討会

デイケア、
病棟業務

病棟業務

病棟業務

病棟業務

入退院カンファレンス

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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外 科外 科外 科外 科

山口大学医学部附属病院
山口大学外科専門研修プログラム

● 心臓・血管外科専門医
● 消化器外科専門医
● 呼吸器外科専門医

● 乳腺専門医
● 小児外科専門医
　（他施設連携要）

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

外科学とは、医の倫理を体得し、かつ、高度の外科専門的知識と技術を修得した外科医を育成し、もって国民医療の向上に貢献するこ
とを目的としています。山口の地域性を鑑みると、外科医はグローバルな視点を保ち高度先進医療の開発に取り組むのは当然として、
それを実践・発展させ、過不足なく地域医療へ還元させるのが重要な責務です。また山口大学医学部附属病院の使命として、高難度手
術を施行できる外科医を育成するために教育の効率を重視し、講座間の壁をなくし共通のプログラムを作成しました。

・周東総合病院
・徳山中央病院  
・新南陽市民病院
・光市立光総合病院
・周南記念病院
・済生会山口総合病院
・小郡第一総合病院
・山口県立総合医療センター
・三田尻病院  
・阿知須共立病院  
・阿知須同仁病院
・宇部中央病院
・山口労災病院 
・山陽小野田市民病院
・美祢市立病院  
・宇部記念病院
・済生会下関総合病院
・下関医療センター 
・関門医療センター
・済生会豊浦病院
・長門総合病院  
・岡田病院
・都志見病院
・市立八幡浜総合病院

【 柳 井 】
【 周 南 】

【 山 口・防 府 】

【宇部・小野田】

【 下 関 】

【 長 門 】

【 萩 】
【 県 外 】

原則として大学病院

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

外科（専門医取得に必要な領域を研修）

大学病院もしくは関連病院
外科（専門医取得に必要な領域を研修）

大学病院もしくは関連病院
外科（専門医取得に必要な領域を研修）

1
年
目

2
年
目

3
年
目

症例検討会
１外科教授回診・

外来

２外科教授回診・
外来

症例検討会
外来・手術

外来・手術

症例検討会
外来・手術

手　術

手　術

手　術

手　術

胆膵合同
カンファレンス

呼吸器合同
カンファレンス

消化器合同
カンファレンス

手　術

肝臓合同
カンファレンス

循環器合同
カンファレンス

● 担当者／竹本　圭宏
● 電話／０８３６-２２-２２６1
● Eメール／
　surg-1@yamaguchi-u.ac.jp

器官病態外科学講座（第一外科）
● 担当者／新藤　芳太郎
● 電話／０８３６-２２-２２６４
● Eメール／
　2geka-2@yamaguchi-u.ac.jp

消化器・腫瘍外科学講座（第二外科）

プログラムに関する問い合わせ先

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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整 形 外 科整 形 外 科整 形 外 科整 形 外 科

山口大学医学部附属病院
整形外科専門研修プログラム

● 手外科専門
● リウマチ専門医
● 脊椎脊髄外科専門医　ｅｔｃ

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

初期臨床研修課程修了後、整形外科疾患の専門医の養成
のために、臨床経験を提供し、日本整形外科学会専門医の
資格を取得することを目的としています。山口大学医学部附
属病院での研修に加えて、教育関連病院における研修を行
い、実地に即した臨床研修ができるよう考慮します。

・岩国市医療センター医師会病院
・周東総合病院
・徳山中央病院
・鼓ヶ浦こども医療福祉センター
・周南記念病院
・光市立光総合病院
・山口県立総合医療センター
・済生会山口総合病院
・小郡第一総合病院
・山陽小野田市民病院
・セントヒル病院
・山口労災病院
・宇部中央病院　
・宇部協立病院
・関門医療センター
・済生会下関総合病院
・長門総合病院
・萩市民病院
・愛媛労災病院

【 岩 国 】 
【 柳 井 】
【 周 南 】

【 山 口・防 府 】

【宇部・小野田】

【 下 関 】

【 長 門 】
【 萩 】
【 県 外 】

● 担当部署／整形外科学講座
● 担当者／西田　周泰　　● 電話／０８３６－２２－２２６８
● Eメール／nishida3@yamaguchi-u.ac.jp

プログラムに関する問い合わせ先

1
年
目

2
年
目

3
年
目

4
年
目

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

上肢（肩・肘・手） 下肢（股・膝・足関節） 腫　瘍脊椎・脊髄、外傷・救急

上肢（肩・肘・手） 下肢（股・膝・足関節） 腫　瘍脊椎・脊髄、外傷・救急

地域主幹病院での研修

地域連携病院での研修

外来
手術

教授回診
手術

外来
手術

外来
手術

地域医療研修
（外勤）

手術
病棟業務

外傷カンファレンス
脊椎カンファレンス

手術
病棟業務

手術
病棟業務

関節カンファレンス

手術
病棟業務

モーニングカンファレンス
手外科/

腫瘍カンファレンス

地域医療研修
（外勤）

リサーチカンファレンス
症例検討会

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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整 形 外 科整 形 外 科整 形 外 科整 形 外 科

山口労災病院
山口県整形外科 専門研修プログラム

● 脊椎脊髄外科指導医
● 手外科専門医
● リウマチ専門医

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

金

木

水

火

月

カンファレンス 午　前 午　後 カンファレンス

初期臨床研修課程終了後、整形外科の専門医の養成のため
に研修を行い、日本整形外科学会専門医の資格を取得する
ことを目的としています。山口労災病院での研修に加えて、教
育関連病院も含めて、実地に即した研修ができるように考慮
します。小児疾患の研修は鼓ヶ浦こども医療福祉センターと
も協力して行います。専門研修が実り多いよう、山口大学他、
関連病院とも協議します。

● 担当部署／山口労災病院
● 担当者／寒竹　司　　　● 電話／0836-83-2881
● Eメール／yamaguchirosai@yamaguchih.johas.go.jp

プログラムに関する問い合わせ先

・岩国市医療センター医師会病院
・周東総合病院 
・徳山中央病院
・光市立光総合病院
・鼓ヶ浦こども医療福祉センター
・周南記念病院
・済生会山口総合病院
・小郡第一総合病院
・山口県立総合医療センター
・山口大学医学部附属病院
・宇部中央病院
・山陽小野田市民病院
・セントヒル病院
・宇部協立病院
・済生会下関総合病院
・関門医療センター
・長門総合病院
・都志見病院
・萩市民病院
・産業医科大学病院

【 岩 国 】 
【 柳 井 】
【 周 南 】

【 山 口・防 府 】

【宇部・小野田】

【 下 関 】

【 長 門 】
【 萩 】

【 県 外 】

1
年
目

2
年
目

3
年
目

4
年
目

山口労災病院

山口大学医学部附属病院

下　肢 外　傷 脊　椎上肢・手

小　児 腫　瘍 上肢・手 脊　椎 スポーツリウマチ

下　肢 外　傷 リハビリ

外　傷 リウマチ 脊　椎 スポーツ 地　域上肢・手

スポーツ リウマチ 脊 椎 地　域
済生会山口総合病院

宇部中央病院

小郡第一総合病院

徳山中央病院

光市立光総合病院

セントヒル病院

カンファレンス
(8：00～8:15)

8:15～
回診

8:15～

カンファレンス
(7：30～8：10)

8:15～

外来、手術

手術、
病棟業務

手術、
病棟業務

手術、
病棟業務

症例検討会
(17：30～)

外来、手術

手術、
病棟業務

手術、
病棟業務

手術、
病棟業務

セミナー
(非定期)

手術、
病棟業務

手術、
病棟業務

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

34



産 婦 人 科産 婦 人 科産 婦 人 科産 婦 人 科

山口大学医学部附属病院
山口大学産婦人科専門研修プログラム

● 婦人科腫瘍専門医
● 生殖医療専門医
● 周産期専門医
● 女性ヘルスケア専門医

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

山口大学医学部附属病院産婦人科研修
プログラムでは、基幹施設である山口大学
医学部附属病院において高度な医療に携
わり標準治療ならびに先進的な医療を経
験し学ぶとともに、地域医療を担う連携施
設での研修を経て山口県の医療事情を理
解し、地域の実情に合わせた実践的な医
療も行えるように訓練され、山口県全域を
支える人材を育成するための研修環境を
整備しています。

・周東総合病院
・徳山中央病院
・山口県立総合医療センター
・山陽小野田市民病院
・済生会下関総合病院
・長門総合病院
・庄原赤十字病院

【 柳 井 】
【 周 南 】
【 山 口・防 府 】
【宇部・小野田】
【 下 関 】
【 長 門 】
【 県 外 】

1
年
目

2
年
目

3
年
目

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

基幹施設（山口大学医学部附属病院）

基幹施設（山口大学医学部附属病院）

連携施設

予診
手術

予診
病棟業務

教授外来
予診
手術

予診
病棟業務

予診
病棟業務

病棟業務
手術

教授回診

病棟業務
手術

病棟業務
手術

病棟業務

カンファレンス

モーニング
カンファレンス
カンファレンス

● 担当部署／産婦人科講座
● 担当者／梶邑　匠彌
● 電話／０８３６－２２－２２８８
● Eメール／obgyn@yamaguchi-u.ac.jp

プログラムに関する問い合わせ先

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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産 婦 人 科産 婦 人 科産 婦 人 科産 婦 人 科

山口県立総合医療センター
産婦人科専門研修プログラム

● 産婦人科専門医取得後、
　当院では周産期（母体・胎児）専門医、
　日本超音波医学会専門医、
　日本生殖医学会専門医、
　日本がん治療認定医機構がん治療認定医、
　日本遺伝カウンセリング学会臨床遺伝専門医、日本産科婦人科内視鏡学会技術認定医、
　日本内分泌学会専門医、日本女性医学会専門医の取得が可能

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

1
年
目

当院を中心に連携8施設で専門研修施設群を構成している。基本的には当基
幹施設と症例数が豊富な連携施設である３施設(済生会下関総合病院、徳山
中央病院、山口大学医学部附属病院)から２施設を選択し、３年間ローテート
することで生殖医療、婦人科腫瘍、周産期、女性ヘルスケアの４領域を万遍な
くかつ十分に研修することが(地域医療研修も含めて）可能となる。希望があ
ればそれ以外の連携施設での研修も可能である。この3年間の研修で専攻医
に必要とされる臨床経験件数は十分にクリアできる。専攻医は3年間で修了
要件を満たし、ほとんどは専門医たる技能を習得したとの認定が見込まれる
が、この間に病気療養や産休などにより長期休職を余儀なくされる場合、育
児のために労働時間が制限される場合には「復職支援コース」を設けており、
個人の状況に合わせて研修内容を作成できる。さらに、専門医取得後にはサ
ブスペシャリティー研修などの将来ビジョンも示されている。

● 担当部署／山口県立総合医療センター 総務課
● 担当者／永光　望愛
● 電話／0835-22-4411
● Eメール／soumuka@ymghp.jp

・周東総合病院
・徳山中央病院
・山口大学医学部附属病院
・山陽小野田市民病院
・済生会下関総合病院
・長門総合病院

【 柳 井 】
【 周 南 】
【宇部・小野田】

【 下 関 】
【 長 門 】

プログラムに関する問い合わせ先

山口県立総合医療センター

産婦人科基礎（正常妊娠・分娩・産褥や正常新生児の管理。ハイリスク妊娠・分娩。婦人科手術助手。
一般生殖医療、生殖補助医療の適応と実践。外来診療（女性ヘルスケアを含む。）

2
年
目

山口大学医学部附属病院

産婦人科応用（正常妊娠・分娩・産褥や正常新生児の管理。婦人科悪性腫瘍の診断・治療、腹腔鏡下手術助手と執刀。
一般生殖医療。外来診療（女性ヘルスケアを含む。）

3
年
目

徳山中央病院

産婦人科応用（正常妊娠・分娩・産褥や正常新生児の管理。婦人科悪性腫瘍の診断・治療、
一般生殖医療、生殖補助医療の適応と実践。外来診療（女性ヘルスケアを含む。）

婦人科手術

病棟業務

病棟業務

外　来

病棟業務

手術・病棟業務

産科手術

婦人科手術

産科手術

抄読会

術前後
カンファレンス

周産期
カンファレンス

婦人科手術

悪性腫瘍
カンファレンス

術前後
カンファレンス

月1回キャンサーボード

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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眼  科眼  科眼  科眼  科

山口大学医学部附属病院
山口大学眼科専門研修プログラム

● 日本眼科学会専門医

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

金

木

水

火

月

午　前 午　後

山口大学医学部附属病院の眼科専門研修では、山口大学医学部附属病院および県内の研修施設が連携して、優れた眼科医を育成す
るための研修環境を整備しています。山口大学眼科専門研修プログラムでは、下記の眼科医の育成を目指します。
①一般眼科学に精通し、専門性の高い眼科治療にも対応できる眼科医
②総合病院で眼科医を担うために十分な診療技術を身につけ、将来地域で活躍できる眼科医
③科学的に思考する力を持ち、その成果を学会発表や論文作成を通じて世界に発信できる眼科医

● 担当部署／
　山口大学大学院医学系研究科眼科学
● 担当者／湧田　真紀子
● 電話／0836-22-2278
● Eメール／ym-op55@yamaguchi-u.ac.jp

・周東総合病院
・徳山中央病院
・山口県立総合医療センター
・小郡第一総合病院
・宇部中央病院
・下関市立豊田中央病院
・下関医療センター
・済生会下関総合病院

【 柳 井 】
【 周 南 】
【 山 口・防 府 】

【宇部・小野田】
【 下 関 】

プログラムに関する問い合わせ先

山口大学医学部附属病院

連携施設

連携施設

一般眼科および眼科処置・手術

一般眼科および眼科処置・手術

1
年
目

2
年
目

3
年
目

山口大学医学部附属病院
角膜または緑内障または網膜硝子体4

年
目

角膜 緑内障 網膜硝子体

手　術

術後診察
教授外来

外来業務

外来業務
病棟業務

地域医療（外勤）

手術
病棟業務

教授回診

地域医療（外勤）

外来業務

外来業務
病棟業務

セミナー等

術前カンファレンス

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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耳 鼻 咽 喉 科耳 鼻 咽 喉 科耳 鼻 咽 喉 科耳 鼻 咽 喉 科

山口大学医学部附属病院
山口大学医学部附属病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科専門研修プログラム

● 頭頸部がん専門医
● 鼻科手術指導医

● 頭頸部がん指導医
● 耳科学会認定医

● 気管食道科専門医
● 補聴器相談医

● 耳科手術指導医
● めまい相談医  等

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

金

木

水

火

月 外来
病棟業務

手術
外来業務

外来
手術

病棟業務

手術
外来業務

外来
病棟業務

午　前 午　後 セミナー等

外来
病棟業務

手術
病棟業務

病棟業務
外来業務

手術
病棟業務

カンファレンス

カンファレンス

外来
病棟業務

医局会
抄読会

カンファレンス
カルテ回診

山口大学医学部附属病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科専門研修プログラムでは、専門研修基幹施設である山口大学医学部附属病院と、地
域の中枢医療と、地域医療も担う連携施設（徳山中央病院、山口県立総合医療センター、下関医療センター、宇部中央病院、済生会山
口総合病院）、計6の研修施設において、それぞれの特徴を活かした耳鼻咽喉科研修を行い、日本耳鼻咽喉科学会が定めた研修到達目
標や症例経験基準に掲げられた疾患や手術を経験します。山口大学医学部附属病院は、耳科、鼻副鼻腔、口腔・咽喉頭、頭頸部腫瘍の
すべての分野において、全国学会でも評価される高い臨床レベルにあり、偏りのないバランスがとれた研修を受けることが可能です。ま
た、大学院（社会人大学院等）へ進学し、診療・研修を行いながら基礎研究や臨床研究を行う事も可能です。

● 担当部署／山口大学大学院医学系研究科
● 担当者／耳鼻咽喉科学講座
● 電話／０８３６-２２-２２８１
● Eメール／ent@yamaguchi-u.ac.jp

・徳山中央病院
・山口県立総合医療センター
・済生会山口総合病院
・宇部中央病院
・下関医療センター

【 周 南 】
【山口・防府】

【宇部・小野田】
【 下 関 】

プログラムに関する問い合わせ先

初期臨床研修

耳鼻咽喉科研修プログラム期間

1年 2年 3年 4年 5年 6年

山口大学
医学部

附属病院

連携施設
（中核病院、地域医療）

〈Basicコース〉
連携施設

（中核病院、地域医療）

〈Advancedコース〉
山口大学医学部附属病院

（大学院）

専
門
医
取
得

学
位
取
得

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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泌 尿 器 科泌 尿 器 科泌 尿 器 科泌 尿 器 科

山口大学医学部附属病院
山口県泌尿器科専門研修プログラム

● 泌尿器科学会専門医
● 泌尿器内視鏡外科学会技術認定医
● 生殖医療専門医
● 腎移植認定医
● 小児泌尿器科認定医

● 透析医学会専門医
● がん治療認定医
● 性機能認定医
● 内分泌外科認定医  など

取得可能なサブスペシャルティ

山口大学医学部附属病院泌尿器科では、泌尿器科腫瘍を中心
に、排尿障害、尿路感染症、結石、腎不全（透析、腎移植）、男性不
妊症、小児泌尿器科、女性泌尿器科など幅広い分野を対象に診
療しており、すべての尿路性器疾患に対応できる優れた泌尿器科
医を育成するための研修環境を整備しています。腹腔鏡手術やロ
ボット支援手術などの低侵襲手術の教育にも力を入れています。

● 担当部署/泌尿器科学講座
● 電話/０８３６-２２-２２７５
● Eメール/surol@yamaguchi-u.ac.jp

・周東総合病院
・徳山中央病院　・徳山医師会病院
・山口赤十字病院　・済生会山口総合病院
・小郡第一総合病院　
・山口県立総合医療センター
・山口労災病院　・山陽小野田市民病院　
・厚南セントヒル病院　・宇部中央病院
・関門医療センター　・下関医療センター
・済生会下関総合病院　
・下関市立市民病院
・済生会豊浦病院
・長門総合病院
・小倉記念病院
・益田赤十字病院

【 柳 井 】
【 周 南 】
【 山 口・防 府 】

【宇部・小野田】

【 下 関 】

【 長 門 】
【 県 外 】

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

プログラムに関する問い合わせ先金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

関連病院（手術、急性期型）

山口大学医学部附属病院

関連病院（手術、透析、慢性疾患型）

1
年
目

2
年
目

3
年
目

山口大学医学部附属病院（専門医取得対策）
4
年
目

手術
カンファ
レンス

病棟
カンファ
レンス

ビデオ
カンファレンス/

抄読会

病棟チーム
ミーティング

病棟チーム
ミーティング

病棟チーム
ミーティング

病棟チーム
ミーティング

ウェブセミナー/
薬品説明会

病棟チーム
ミーティング

外来・
検査・透析

手術・
病棟勤務・

検査

手術・
病棟勤務・

検査

病棟勤務・
検査

手術・
病棟勤務・

検査

月２回、
泌尿器画像カンファレンス

（放射線科合同）

月１回、
キャンサーボードミーティング

（放射線治療部、
緩和ケアチーム合同）

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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感染症 神経外傷 機能外科 脳血管障害脳腫瘍

神経外傷 機能外科 脊髄外科 小児外科脳血管障害 脳腫瘍

血管内手術 血管外科 血管内手術 血管外科手術

脳 神 経 外 科脳 神 経 外 科脳 神 経 外 科脳 神 経 外 科

山口大学医学部附属病院
脳神経外科専門研修山口大学医学部附属病院プログラム

● 脳卒中専門医
● てんかん専門医
● 頭痛専門医　ｅｔｃ

● 血管内手術専門医
● 脊髄外科専門医

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

1
年
目

2
年
目

3
年
目

「脳神経外科」は、脳卒中、頭部外傷、脳腫瘍、てんかん、パー
キンソン病、先天性疾患、脊髄・脊椎・末梢神経疾患などを
対象としています。「脳神経外科専門医」は、これらの予防・
診断・手術・薬物／放射線治療・リハビリテーション・救急医
療において総合的かつ専門的な知識と診療技術を持ち、適
切な治療を行えることを要求されます。昭和４１年発足の認
定制度に基づき、初期臨床研修を含む６年間の定められた
研修の後、認定試験を受験します。

● 担当部署／山口大学医学部附属病院脳神経外科講座
● 担当者／野村　貞宏　● 電話／０８３６-２２-２２９５
● Eメール／snomura@yamaguchi-u.ac.jp 

・周東総合病院
・徳山中央病院 
・新南陽市民病院
・済生会山口総合病院
・山口県立総合医療センター
・小郡第一総合病院 
・宇部西リハビリ病院 
・宇部中央病院 
・山口労災病院
・美祢市立病院 
・セントヒル病院
・厚南セントヒル病院 
・宇部リハビリ病院
・関門医療センター
・済生会下関総合病院 
・済生会豊浦病院
・岡田病院
・都志見病院
・健和会大手町病院 
・東京慈恵会医大 
・愛知医科大学病院
・聖マリア病院 
・大手町リハビリ病院
・秋田県立循環器・脳脊髄センター
・神戸市立医療センター中央市民病院
・町田脳神経外科 

【 柳 井 】
【 周 南 】

【 山 口・防 府 】

【宇部・小野田】

【 下 関 】

【 長 門 】
【 萩 】
【 県 外 】

プログラムに関する問い合わせ先

入院報告会
手術

術前カンファレンス
外来業務

手術

地域医療研修
（外勤）

地域医療研修
（外勤）

手術

手術
病棟業務

検査
病棟業務

血管内手術

手術
血管内手術

抄読会
リサーチカンファレンス

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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放 射 線 科放 射 線 科放 射 線 科放 射 線 科

山口大学医学部附属病院
山口大学放射線科専門研修プログラム

● 放射線診断専門医
● 放射線治療専門医
● 日本ＩＶＲ学会専門医
● 核医学専門医
● ＰＥＴ核医学認定医
● 検診マンモグラフィ読影認定医 ● 肺がんＣＴ検診認定医など多数の資格を得ることができます。

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

画像診断・ＩＶＲ・放射線治療

岩国医療センター（基幹施設）
画像診断・ＩＶＲ（診断コース）／放射線治療（治療コース）

岩国医療センター（基幹施設）
画像診断・ＩＶＲ（診断コース）／放射線治療（治療コース）

1
年
目

2
年
目

3
年
目

山口大学医学部附属病院の放射線科領域専門
研修では、超音波、Ｘ線撮影、ＣＴ、ＭＲＩおよび
核医学検査などを利用する画像診断、画像診断
を応用したインターベンショナルラジオロジー

（ＩＶＲ）、および放射線を利用した種々の疾患の
放射線治療を行うことができる優れた放射線科
医を育成するための研修環境を整備しています。

・周東総合病院　
・徳山中央病院
・山口県立総合医療センター
・済生会山口総合病院
・宇部中央病院
・山口宇部医療センター
・下関市立市民病院
・済生会下関総合病院
・関門医療センター
・長門総合病院
・萩市民病院
・福岡青洲会病院

【 柳 井 】
【 周 南 】
【 山 口・防 府 】

【宇部・小野田】

【 下 関 】

【 長 門 】
【 萩 】
【 県 外 】

● 担当部署 ⁄ 山口大学医学部附属病院
● 担当者／放射線腫瘍学講座　
● 電話／０８３６-２２-２９６６
● Eメール／houchi-1@yamaguchi-u.ac.jp

● 担当部署 ⁄ 山口大学医学部附属病院
● 担当者／放射線医学講座　
● 電話／0836-22-2285
● Eメール／radiants@yamaguchi-u.ac.jp

プログラムに関する問い合わせ先

外　来

Ｃ Ｔ

治　療

核医学

外　来

ＭＲＩ
ＩＶＲ／頭頚部

癌治療
カンファレンス

ＩＶＲ

治　療

ＩＶＲ

Ｃ Ｔ

泌尿器
カンファレンス

呼吸器／心臓／
腹部／泌尿器疾患治療

カンファレンス

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

手術麻酔（基本的手術の習得、合併症の少ない患者の麻酔管理）

岩国医療センター（基幹施設）
手術麻酔（合併症のある患者の麻酔管理、小児、帝王切開、脳神経外科などの特殊手術の麻酔管理）

岩国医療センター（基幹施設）
手術麻酔（複雑な手術の麻酔管理、心臓外科、呼吸器外科などの特殊手術の麻酔管理）

1
年
目

2
年
目

サブスペシャルティを考慮した研修（集中治療、ペインクリニック、緩和ケア、心臓麻酔、小児・産科麻酔、神経麻酔）
4
年
目

3
年
目

麻 酔 科麻 酔 科麻 酔 科麻 酔 科

山口大学医学部附属病院
山口大学医学部附属病院麻酔科専門研修プログラム

● 集中治療専門医
   （心臓血管麻酔専門医、ペインクリニック専門医など）

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

山口大学医学部附属病院の麻酔科専門研修では、周術期の
患者の麻酔管理を中心としながら、集中治療における生体管
理・治療、種々の疾病および術後の痛みのコントロール、緩和
医療などの領域において、患者の命を守り、安全で快適な医
療を提供できる麻酔科専門医を育成するための研修環境を
整備しています。また症例報告や医学研究を通じて、リサーチ
マインドを形成できるよう指導体制も充実しています。

● 担当部署／麻酔・蘇生学講座　● 担当者／教育主任 山下 敦生
● 電話／０８３６‒２２‒２２９１　● Eメール／ymst2699@yamaguchi-u.ac.jp

プログラムに関する問い合わせ先

・周東総合病院
・徳山中央病院　
・光市立光総合病院
・山口県立総合医療センター　
・済生会山口総合病院
・山口赤十字病院   
・山口労災病院　
・山陽小野田市民病院
・宇部中央病院
・済生会下関総合病院 　
・関門医療センター
・下関市立市民病院　
・下関医療センター
・小倉記念病院　
・倉敷中央病院
・東京都立神経病院　
・愛媛労災病院
・福岡市立こども病院

【 柳 井 】
【 周 南 】

【 山 口・防 府 】

【宇部・小野田】

【 下 関 】

【 県 外 】

手術麻酔

地域医療
研修

手術麻酔

ＩＣＵ・
Ｐａｉｎ Ｃｌｉｎｉｃ研修

手術麻酔

手術麻酔 症例検討会

地域医療
研修

手術麻酔

ＩＣＵ・
Ｐａｉｎ Ｃｌｉｎｉｃ研修

手術麻酔

抄読会

症例検討会

Ｐａｉｎ Ｃｌｉｎｉｃ
カンファレンス

専
門
研
修
プ
ロ
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● 担当部署／山口県立総合医療センター 総務課　
● 担当者／永光　望愛
● 電話／0835-22-4411
● Eメール／soumuka@ymghp.jp

プログラムに関する問い合わせ先

麻 酔 科麻 酔 科麻 酔 科麻 酔 科

山口県立総合医療センター
麻酔科専門医研修プログラム

● 集中治療専門医
● 小児麻酔認定医

● ペインクリニック専門医
● 心臓血管麻酔専門医

研修週間スケジュール例

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

後期研修１年目から当院麻酔科で研修を開始するものは、麻酔専攻医として
登録し、４年間の研修プログラムを開始する。当院を関連研修施設として研修
する専攻医は、原則として６ヶ月以上の研修を行う。研修期間中に集中治療医
学を学べるよう、ＩＣＵ専従期間を設ける。
専攻医４年目には、麻酔リーダーとして手術室全体の手術の流れを調整する
ことを学び、他の診療科医師や看護師、コ・メディカルとのコミュニケーション
スキルを身につける。

研修施設一覧
・周東総合病院
・徳山中央病院　・光市立光総合病院
・小郡第一総合病院　
・済生会山口総合病院
・綜合病院山口赤十字病院
・山口大学医学部附属病院
・山口労災病院　
・山陽小野田市民病院
・宇部興産株式会社中央病院
・下関市立市民病院　
・関門医療センター
・下関医療センター　
・山口県済生会下関総合病院
・倉敷中央病院　・愛媛労災病院
・小倉記念病院　・東京都立神経病院

【 柳 井 】
【 周 南 】
【 山 口・防 府 】

【宇部・小野田】

【 下 関 】

【 県 外 】

山口県立総合医療センター

山口県立総合医療センター、山口大学医学部附属病院

山口県立総合医療センター、山口大学医学部附属病院

専門研修練達　手術麻酔（複雑な手術の麻酔管理、心臓外科、呼吸器外科などの特殊手術の麻酔管理）

専門研修基礎　手術麻酔（特殊手術の麻酔管理）、ICU・ペインクリニック研修

1
年
目

2
年
目

3
年
目

サブスペシャルティ研修施設１ サブスペシャルティ研修施設２
サブスペシャルティ研修１ サブスペシャルティ研修２4

年
目

専門研修基礎　手術麻酔（基本的手技の習得、低リスク患者の麻酔管理）

麻酔業務

ＩＣＵ業務

麻酔業務

ＩＣＵ業務

抄読会、麻酔

麻酔業務

麻酔業務

麻酔業務

麻酔業務

麻酔業務

症例
カンファレンス

症例
カンファレンス

症例
カンファレンス

症例
カンファレンス

症例
カンファレンス

専
門
研
修
プ
ロ
グ
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ム
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病 理病 理病 理病 理

山口大学医学部附属病院
山口県・山口大学医学部病理専門研修プログラム

● 細胞診専門医

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

山口大学医学部附属病院にて、組織診・細胞診・剖検の基礎的診断技能の研修、
及び、医療安全講習会や医療倫理講習会の受講。

1
年
目

2
年
目

3
年
目

このプログラムの目的は優秀な病理医を育てることと、あな
た自身の夢の実現を応援をすることです。私たちの考える優
秀な病理医とは、世界基準の病理診断能力、高いコミュニ
ケーション能力、旺盛な研究意欲、高い倫理観を合わせもつ
人間です。症例豊富な附属病院病理診断科が、ユニークな
研究を展開する２つ病理学講座、及び、個性ある連携施設

（２４病院）と協力し、目的を達成します。   

● 担当部署／病理形態学講座
● 電話／０８３６-２２-２２２０

● 担当部署／病理診断科
● 電話／０８３6-２２-２４２４

● 担当部署／分子病理学講座
● 電話／０８３６-２２-２２２２

・徳山中央病院
・山口県立総合医療センター
・山口宇部医療センター
・下関医療センター
・済生会下関総合病院
・関門医療センター
・益田赤十字病院

その他、17連携施設（全て県内）

【 周 南 】
【 山 口・防 府 】
【宇部・小野田】
【 下 関 】

【 県 外 】

プログラムに関する問い合わせ先

連携施設にて、剖検（ＣＰＣ含む）とやや専門的な病理診断および基本的な細胞診の研修を主な目的とする。
剖検講習会を受講し、また、死体解剖資格を取得する。

山口大学医学部附属病院にて（必要に応じて連携施設にて）、剖検（ＣＰＣ含む）と専門的な病理診断・細胞診の研修を主な目的とする。
３年次終了までに細胞診講習会、分子病理講習会、医療関連感染症講習会など、専門医試験受験資格として必要な講習会を受講。

組織・細胞診断
標本切り出し

組織・細胞診断
標本切り出し

組織・細胞診断
標本切り出し

組織・細胞診断
標本切り出し

組織・細胞診断
標本切り出し
地域医療研修

指導医チェック 神経病理
カンファレンス

指導医チェック・
解剖切り出し

指導医チェック

指導医チェック

指導医チェック・
地域医療研修

病理抄読会・
肝キャンサーボード

研究検討会

ＣＰＣ・肺等の
キャンサーボード

消化管・乳腺
キャンサーボード

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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山口大学医学部附属病院
山口大学臨床検査専門研修プログラム

● 臨床遺伝専門医

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

金

木

水

火

月 検査業務

検査業務

検査業務

検査業務

検査業務

午　前 午　後 セミナー等

検査業務

検査業務

検査業務

検査業務

検査業務

本研修プログラムでは、臨床検査医学総論、一般臨床検査
学・臨床化学、臨床血液学、臨床微生物学、臨床免疫学・輸
血学、遺伝子関連検査学、臨床生理学の基本７科目の研修
を行います。山口大学医学部附属病院で、すべての研修を行
います。

● 担当部署／臨床検査・腫瘍学講座
● 電話／０８３６-２２-２３３７
● Eメール／rinken@yamaguchi-u.ac.jp

山口大学単独で研修実施

プログラムに関する問い合わせ先

カンファレンス

抄読会

関連病院（手術、急性期型）

1
年
目

2
年
目

3
年
目

一般検査 生化学検査血液検査

微生物検査 生理機能検査

遺伝子検査 輸血検査

臨 床 検 査臨 床 検 査臨 床 検 査臨 床 検 査

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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山口大学医学部附属病院
山口大学救急科専門いしんプログラム

● 集中治療専門医

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

取得可能なサブスペシャルティ

午
　
前

午
　
後

開始時刻

山口大学医学部附属病院の救急科専門研修では、救
急車で搬送された患者のファーストタッチから集中
治療に至るまで一連の救急医療をチームの一員とし
て行えるようになります。また、災害医療（ＤＭＡＴ）や
ドクターカー／ドクターヘリなどの病院前救護も学
べるようにプログラムを準備しています。ＩＣＬＳ／Ｊ
ＡＴＥＣ／ＪＰＴＥＣ／ＭＣＬＳなどのシュミレーショ
ンコースにも参加できます。Ｗａｌｋ-ｉｎ患者の診療

（ＥＲ診療）や地域医療は山口県内外の病院で研修す
ることができます。
基幹施設に指導医が8人いる極めて指導体制の整っ
た状況です。

● 担当部署／山口大学医学部附属病院
　　　　　　救急医学講座
● 担当者／藤田　基
● 電話／０８３６‒２２‒２３４３
● Eメール／motoki99@yamaguchi-u.ac.jp

・岩国医療センター
・徳山中央病院
・山口県立総合医療センター
・山口労災病院
・関門医療センター
・福山市民病院
・横浜労災病院
・聖路加国際病院
・新水巻病院

【 岩 国 】 
【 周 南 】
【 山 口・防 府 】
【宇部・小野田】
【 下 関 】
【 県 外 】

プログラムに関する問い合わせ先

研修スケジュール例

コ
ー
ス
1

コ
ー
ス
2

コ
ー
ス
3

コ
ー
ス
4

コ
ー
ス
5

3年目2年目1年目

基幹施設（山口大学医学部附属病院、クリティカルケア） Ａ 基幹施設

基幹施設（山口大学医学部附属病院） 連携Ｂ 基幹施設（山口大学医学部附属病院）

基幹施設（山口大学医学部附属病院、クリティカルケア）

基幹施設 Ｄ 基幹施設（山口大学医学部附属病院、クリティカルケア）

基幹施設（山口大学医学部附属病院） 連携Ｂ施設（ＥＲ・地域医療）

Ｃ

8：00

8：30

9：30

11：00

11：45

13：30
（第３週）

17：30
（年3回）

17：30
（第４週）

月 火 水 木 金 土/日

抄読会

入院・外来・ドクターカー／ヘリ全症例カンファレンス

教授回診

クリニカル
カンファレンス

など

救急事例
検討会

ドクターヘリ
スタッフ会議

リサーチ・
ミーティング

センター入室患者ラウンド

救急初療担当/主治医/
ドクヘリ当番/夜勤/休み

のうちのいずれか

【夜勤】18：30～
申し送りとラウンド

救急初療担当/
主治医/

ドクヘリ当番/
夜勤/休み

のうちのいずれか

【夜勤】18：30～
申し送りとラウンド

救  急  科救  急  科救  急  科救  急  科

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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徳山中央病院
徳山中央病院救急科研修プログラム

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

● 担当部署／救急科
● 担当者／清水　弘毅
● 電話／0834-28-4411
● Eメール／main@tokuyama.jcho.go.jp

・山口大学医学部附属病院
・産業医科大学病院

【宇部・小野田】
【 県 外 】

プログラムに関する問い合わせ先

研修スケジュール例
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
年
目

2
年
目

3
年
目

地域の基幹病院として1次から3次まであらゆる救急患者を受け入れており、幅広い対応能力を身に付けることができます。近隣の病院、
消防機関との連携も円滑に行われており、精神科救急や地域包括ケア、メディカルコントロールについても学ぶことができます。災害拠
点病院として災害時医療にも力をいれているので、各種訓練や講習会へ参加する機会もあります。

集中治療研修

ER・救命センター研修

他科研修ER・救命センター研修

徳山中央病院／山口大学医学部附属病院／産業医科大学病院

徳山中央病院

徳山中央病院

外来/病棟業務

外来/病棟業務

外来/病棟業務

外来/病棟業務

外来/病棟業務

外来/病棟業務

外来/病棟業務

外来/病棟業務

外来/病棟業務

外来/病棟業務

抄読会

カンファレンス

独立行政法人
地域医療機能推進機構

救  急  科救  急  科救  急  科救  急  科

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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救  急  科救  急  科救  急  科救  急  科

山口県立総合医療センター
山口県立総合医療センター救急科救急科専門研修プログラム

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

● 担当部署／山口県立総合医療センター
　　　　　   総務課
● 担当者／永光　望愛
● 電話／0835-22-4411
● Eメール／soumuka@ymghp.jp

・徳山中央病院
・山口大学医学部附属病院

【 周 南 】
【宇部・小野田】

プログラムに関する問い合わせ先

研修スケジュール例
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
年
目

2
年
目

3
年
目

救急医療では医学的緊急性への対応が重要であります。しかし、救急患者が生じた段階では緊急性や罹患臓器は不明なため、いずれ
の緊急性にも対応できる救急科専門医が必要になります。救急科専門医は救急搬送患者を中心に診療を行い、疾病、外傷、中毒など原
因や罹患臓器の種類に関わらず、すべての緊急病態に対応することができます。国民にとってこの様な能力をそなえた医師の存在が重
要になります。 本研修プログラムの目的は、「国民に良質で安心な標準的医療を提供できる」救急科専門医を育成することです。

山口県立総合医療センター（基幹研修施設救命救急センター）で12か月間、または連携病院で6～12か月間研修し、
救急・集中治療の実績をつみます。

山口県立総合医療センター（基幹研修施設救命救急センター）で12か月間、救急当番（日勤または夜勤）や重症患者を担当し、
救急患者の診断と治療、家族への説明、他科との連携を学びます。

県立総合医療センター

県立総合医療センター、山口大学附属病院

山口県立総合医療センター（基幹研修施設救命救急センター）で12か月間、または連携病院で6～12か月間研修し、
さらなる救急・集中治療の研鑽をつみます。

県立総合医療センター、徳山中央病院

ER当番
もしくは

病棟
（一般棟、HCU、ICU）

ER当番
もしくは

病棟
（一般棟、HCU、ICU）

午前：入院・外来患者
カンファレンス

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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形 成 外 科形 成 外 科形 成 外 科形 成 外 科

山口大学医学部附属病院
山口大学形成外科研修プログラム

● 皮膚腫瘍外科分野指導医　● 再建・マイクロサージャリー分野指導医　● 創傷外科専門医

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

取得可能なサブスペシャルティ

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

山口大学形成外科研修プログラムは県内唯一の形成外科
専門研修プログラムです。山口県は長らく形成外科不毛の
土地であったため県内研修病院は少ないですが、神戸大学
や福岡大学と相互連携を組むことにより、大規模な連携病
院プログラム群を形成することができました。形成外科は対
象疾患が多岐に渡る診療科ですが、県内に施設が少ない分
大学に症例が集中している傾向があります。通常市中病院
で経験できるような良性腫瘍や外傷など一般形成外科症例
が豊富で、皮膚悪性腫瘍やマイクロサージャリーを用いた再
建外科など大学病院ならではの治療も得意としています。当
院だけで専門医取得に十分な症例を経験することが可能で
あり、また少人数であるがゆえ執刀の機会も大変多いことが
特徴です。

●  担当部署／形成外科
●  担当者／髙須　啓之
●  電話／0836-22-2270
●  Eメール／htakasu@yamaguchi-u.ac.jp

・山口県立総合医療センター
・神戸大学病院
・兵庫県立加古川医療センター
・神戸市立西神戸医療センター
・兵庫県立西宮病院
・兵庫県立はりま姫路総合医療センター
・兵庫県立淡路医療センター
・加古川中央市民病院
・宝塚市立病院 ・北播磨総合医療センター
・福岡大学病院 ・白十字病院
・福岡市立こども病院

【 山口・防府 】
【 県 外 】

プログラムに関する問い合わせ先

研修スケジュール例

山口県立総合医療センター

山口大学医学部附属病院

山口大学医学部附属病院

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般的な医師としての基本的診療能力、および形成外科の基本的知識と基本的技能の修得
治療法の検討（複数の手術法）、基本的治療手技（局所麻酔、外用療法、病変部の固定方法、創傷の処置方法）など

1
年
目

2
年
目

山口大学医学部附属病院

4
年
目

3
年
目

形成外科の手術を中心とした治療手技の修得
1）外傷、2）先天異常、3）腫瘍、4）瘢痕・瘢痕拘縮・ケロイド、5）難治性潰瘍、6）炎症・変性疾患 などについての基本的な手術手技

3 年目までの研修事項をより深く理解し、自分自身が主体となって治療を行う
他科医師との症例の問題点や治療方法に関してディスカッションする能力の修得。リハビリテーション、装具、創傷ケアに関して他職種医療従事者との連携 

マイクロサージャリーや顔面骨骨折（鼻骨、頬骨、眼窩）などより高度な技術を要する手術手技を習得
学会発表や論文作成を行うための基本的知識の獲得

外勤

外来・病棟

外来・病棟

外勤

手術 カンファレンス

病理カンファレンス手術

手術

手術

手術

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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リハビリテ ーション 科リハビリテ ーション 科リハビリテ ーション 科リハビリテ ーション 科

山口大学医学部附属病院
山口大学リハ研修プログラム

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

日本国内では世界で最もすすんだ超高齢化社会の到来、医
療の高度化などに伴い、リハビリテーションの対象となる疾
患・障害はますます増加し、ニーズは飛躍的に高まっていま
す。本研修プログラムは、基幹施設である山口大学医学部附
属病院において、多くの難治疾患を研修することが可能で
す。一方で、地方大学のプログラムの特徴として、小児から高
齢者まで、急性期から生活期までの患者を生涯にわたって
サポートし、地域医療を守る医師であるリハビリテーション
科専門医となる点で、都市部のみでの研修プログラムより利
点があります。

● 担当部署／整形外科学講座
● 担当者／油形　公則
● 電話／０８３６-２２-２２６８
● Eメール／kyukata@yamaguchi-u.ac.jp

・鼓ヶ浦こども医療福祉センター
・周南記念病院
・徳山中央病院
・徳山リハビリテーション病院
・小郡第一総合病院
・山口労災病院
・八女リハビリ病院

【 周 南 】

【 山 口・防 府 】
【宇部・小野田】
【 県 外 】

・防府リハビリテーション病院
・宇部リハビリテーション病院

【 山 口・防 府 】
【宇部・小野田】

プログラムに関する問い合わせ先

連携施設A

連携施設B

研修スケジュール例
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
年
目

2
年
目

3
年
目

脳血管障害・外傷性脳損傷、外傷性脊髄損傷、運動器疾患・外傷、小児疾患、神経筋疾患、切断、
内部障害、その他（廃用症候群・がん）

脳血管障害・外傷性脳損傷、外傷性脊髄損傷、運動器疾患・外傷、小児疾患、神経筋疾患、切断

回復期リハビリテーション病棟 小児疾患、神経筋疾患

周南記念病院 鼓ヶ浦こども医療福祉センター

山口大学医学部附属病院

連携施設

外来業務

教授回診

病棟業務

外来業務

病棟業務

病棟業務

症例検討会

病棟業務

カンファレンス
検査、抄読会

病棟業務

学内セミナー

学内セミナー

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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総合診療専門研修Ⅱ（病院総合診療）：６ヶ月 内科研修：６ヶ月

救急科：３ヶ月 小児科：３ヶ月 緩和ケア研修または総合診療専門研修 I, II：６ヶ月

総合診療専門研修Ⅰ（在宅・診療所）：１２ヶ月

総 合 診 療総 合 診 療総 合 診 療総 合 診 療

研修スケジュール例
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
年
目

2
年
目

3
年
目

山口大学医学部附属病院
山口大学総合診療専門研修プログラム

● 新・家庭医療専門医（日本プライマリ・ケア連合学会）
● 病院総合診療医（日本病院総合診療医学会）
● 在宅医療専門医（日本在宅医療連合学会）
● 日本緩和医療学会認定登録医（日本緩和医療学会）

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

取得可能なサブスペシャルティ

金

木

水

火

月 一般外来研修

一般外来研修

一般外来研修

病棟外来研修

一般外来研修

午　前 午　後 セミナー等

訪問診療

訪問診療

訪問診療

救急初期対応

思春期外来

学会発表準備

介護認定審査会

地域住民への
健康講座

総合診療勉強会

論文作成準備

総合診療プログラムでは、診療所・在宅医療や中小規模病院（100-400床）
で地域住民の疾患管理や予防医療、健康増進を行うことのできるジェネラリ
ストを育成します。研修期間は診療所と病院の総合診療研修を併せて１年
６ヶ月、内科６ヶ月、救急科３ヶ月、小児科３ヶ月に加えて、医療資源の乏しい
地域で6ヵ月以上、総合診療の実践を行います。研修期間中は総合診療のコ
ア能力となる「患者中心の医療」、「多職種連携」、「地域のヘルスプロモー
ション」などを実践しポートフォリオに記載します。内科研修はJ-Oslerを活用
し、規定の症例数を経験します。地域の健康管理を行うため、泌尿器科、眼
科、精神科、緩和ケア科など内科の枠組みをこえた研修を行うことが特徴と
なっています。国内外の総合診療医と交流をしながら研修を進めていきます。

・いしいケア・クリニック ・岩国市立美和病院
・光輝病院 ・周防大島町立大島病院
・周防大島町立東和病院
・宇部協立病院 ・生協小野田診療所
・波乗りクリニック ・美祢市立病院
・下関市立豊田中央病院
・斎木病院
・わたぬきクリニック
・あおばクリニック

【 岩 国 】
【 柳 井 】

【宇部・小野田】

【 下 関 】
【 長 門 】
【 萩 】
【 県 外 】

● 担当部署／山口大学医学部附属病院
● 担当者／総合診療部
● 電話／０８３６-２２-２６８６
● Eメール／general@yamaguchi-u.ac.jp

プログラムに関する問い合わせ先

総合診療専門研修Ⅰ

・岩国医療センター 内科
・周東総合病院 内科
・山口県立総合医療センター 内科
・山口大学医学部附属病院 内科
・宇部中央病院 内科 ・山口宇部医療センター 内科
・山口労災病院 内科
・飯塚病院 内科

【 岩 国 】
【 柳 井 】
【山口・防府】
【宇部・小野田】

【 県 外 】

内科

・山口県立総合医療センター 小児科
・山口大学医学部附属病院 小児科
・飯塚病院 小児科

【山口・防府】
【宇部・小野田】
【 県 外 】

小児科

・山口県立総合医療センター 救急科
・山口大学医学部附属病院 先進救急医療センター
・山口労災病院 救急科
・飯塚病院 救急部

【山口・防府】
【宇部・小野田】

【 県 外 】

救急科

・周東総合病院
・徳山中央病院
・山口県立総合医療センター
・宇部中央病院
・済生会福岡総合病院 ・飯塚病院

【 柳 井 】
【 周 南 】
【山口・防府】
【宇部・小野田】
【 県 外 】

総合診療専門研修Ⅱ

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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岩国医療センター
岩国医療センター総合診療科専門研修プログラム

● 日本専門医機構で検討中

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

取得可能なサブスペシャルティ

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

本プログラムは、病院、診療所などで活躍する高い診断・治
療能力を持つ総合診療専門医を養成するために、ＥＲ型救
急や急性期専門各科を有する地域拠点病院のなかで、専門
各科と協働し全人的医療を展開しつつ、自らのキャリアパス
の形成や地域医療に携わる実力を身につけていくことを目
的としています。

●  担当部署／管理課
●  担当者／信岡　希呼
●  電話／0827-34-1000
●  Eメール／513-sy01@mail.hosp.go.jp

・いしいケア・クリニック
・岩国市立錦中央医院

【 岩 国 】

プログラムに関する問い合わせ先

研修スケジュール例
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
年
目

2
年
目

3
年
目

総 合 診 療総 合 診 療総 合 診 療総 合 診 療

総合診療専門研修Ⅰ 総合診療専門研修Ⅰ

内　科 小児科 救　急

内　科 総合診療専門研修Ⅱ

岩国医療センター

岩国医療センター

岩国市立錦中央医院 いしいケア・クリニック

病棟業務

病棟業務

病棟業務

病棟業務

病棟業務

総合内科外来
朝カンファ、
症例カンファ

朝カンファ、
症例カンファ

救急外来

総合内科外来

総合内科外来

救急外来

朝カンファ

朝カンファ、
症例カンファ

朝カンファ

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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徳山中央病院独立行政法人
地域医療機能推進機構

徳山中央病院総合診療内科研修プログラム

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

● 担当部署／総合診療内科
● 担当者／清水　弘毅
● 電話／0834-28-4411
● Eメール／main@tokuyama.jcho.go.jp

・いしいケア・クリニック
・周防大島町立東和病院

【 岩 国 】
【 柳 井 】

プログラムに関する問い合わせ先

研修スケジュール例
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
年
目

2
年
目

3
年
目

総 合 診 療総 合 診 療総 合 診 療総 合 診 療

当院は病床数519床、背景人口25万人の周南地域最大の病院です。
各専門診療科の症例数も県内有数で、現在初期研修医が30数名在
籍しています。救急外来では各専門診療科のバックアップのもと、1次
～3次救急すべてに対応しています。救急車受入れ台数は約4,700
件、ウォークインの患者さんも多数おられファーストタッチの研修にも
最適です。研修プログラムは下記のとおりです。

1年次：救急科にて研修。救急外来では1次～3次までの急患患者の初
期対応ができるよう研修する。

2年次：小児科研修、連携施設で在宅医療を中心に総合診療研修Ⅰを
研修。

3年次：内科専門研修（循環器内科、消化器内科、血液・内分泌内科、
神経内科から選択し6ヶ月研修）領域別選択研修（外科、整形
外科、産婦人科、皮膚科、耳鼻科、緩和ケアから3つ選択、3ヶ
月）、救急科（3ヶ月）研修する。

総合診療研修II 内科（選択）・総合診療科

総合診療研修I領域別研修（選択）小児科研修

救急科領域別研修（選択）内科（選択）

徳山中央病院

徳山中央病院

徳山中央病院 いしいケアクリニック 東和病院

病棟業務

病棟業務

病棟業務

病棟業務

病棟業務

総合診療外来

救急外来
（17：00～8：00）

総合診療外来

総合診療外来

救急外来
（17：00～8：00）

朝カンファレンス

朝カンファレンス・
症例カンファレンス

朝カンファレンス・
症例カンファレンス

朝カンファレンス・
症例カンファレンス

朝カンファレンス

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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総 合 診 療総 合 診 療総 合 診 療総 合 診 療

研修スケジュール例

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
年
目

2
年
目

3
年
目

山口県立総合医療センター
長州総合診療プログラム

日本専門医機構で家庭医療専門医、在宅医療専門医、緩和医療専門医などが検討されています。
また、ダブルボードの取得が認められ、短期間で内科専門医も取得できます。

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

取得可能なサブスペシャルティ

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

本プログラムでは、主治医として患者に継続的に関わることで、主体性を持っ
て診療に取り組む力を養い、総合診療医として大きく成長することを目指しま
す。基幹病院での診療に加え、へき地の医療機関での実践を経験することで、
医療資源が限られた環境においても最善の医療を提供する力を身につけるこ
とができます。専攻医一人ひとりに指導医がメンターとして配置されており、日
常診療における疑問や課題について気軽に相談できる体制が整っています。
また、へき地での研修中であっても、TeamsなどのWebツールを活用した勉
強会（レジデントデイ）を週1回の頻度で実施しており、継続的な学びと内省の
機会が確保されています。さらに、診療上の判断に迷う場面においては、24時
間対応の電話相談体制（ホットライン）を通じて指導医の支援を受けることができ、安心して診療に取り組むことが可能です。加えて、週
1回の研修日が確保されており、自身の関心に応じた分野の学習や研修に充てることができます。国内外の短期研修（オレゴン健康科学
大学など）の機会も設けられており、多様な視点から医療を学ぶことができます。本プログラム修了後は、家庭医療や在宅医療などの分
野において専門性を深めるキャリア形成も可能です。また、ダブルボードで内科専門医の取得も視野に入れた柔軟なキャリアパスを描く
ことができます。

●  担当部署／山口県立総合医療センター
　　　　　　 へき地医療支援部
● 担当者／永光　望愛
● 電話／0835-22-4411
● Eメール／soumuka@ymghp.jp

・岩国市立美和病院
・岩国市立錦中央医院
・周防大島町立東和病院
・周防大島町立大島病院
・周東総合病院
・山口大学医学部附属病院
・宇部中央病院
・山口宇部医療センター
・美祢市立病院
・美祢市立美東病院
・下関市立豊田中央病院
・萩市診療所群

【 岩 国 】 

【 柳 井 】

【宇部・小野田】

【 下 関 】
【 萩 ・ 長 門 】

プログラムに関する問い合わせ先

2ヶ月に1回ハーフデイバック　週1回webカンファ（レジデントデイ・コアレクチャー）

総合診療Ⅰ

救急科

総合診療研修Ⅱ 内科

小児科 内科 総合診療研修Ⅱ

連携施設

山口県立総合医療センター

連携施設

外来

院外研修

検査

外来

検査・健診

病棟・救急 外来カンファ

病棟 Webカンファ

訪問診療

病棟 病棟カンファ

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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総 合 診 療総 合 診 療総 合 診 療総 合 診 療

下関医療センター
ふくふくプログラム

● 日本専門医機構で検討中

研修週間スケジュール例 研修施設一覧

研修スケジュール例

取得可能なサブスペシャルティ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

金

木

水

火

月

午　前 午　後 セミナー等

1
年
目

2
年
目

3
年
目

ＪＣＨＯ（独立行政法人地域医療機能推進
機構）として、地域医療・包括ケアの要となる
人材を育成し、地域住民の健康意識の向上
に寄与するプログラム。下関の特産河豚から
命名した。

●  担当部署／総務企画課
●  担当者／吉岡
●  電話／083-231-5811
●  Eメール／soumu@shimonoseki.jcho.go.jp

・徳山中央病院
・下関市立豊田中央病院

【 周 南 】
【 下 関 】

プログラムに関する問い合わせ先

総診Ⅱ

内　科 総診Ⅰ

小児科 内　科

救急診療科 総診Ⅱ総診Ⅱ

下関医療センター 下関市立豊田中央病院

下関医療センター徳山中央病院下関医療センター

下関医療センター

総合内科外来

健診業務

総合内科外来

病棟業務

総合内科外来

病棟業務・
症例カンファ

病棟業務

救急外来

救急外来

救急外来 専門講義

専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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山口大学医学部附属病院 医療人育成センター
〒755-8505 山口県宇部市南小串1-1-1　TEL: 0836-22-2129　FAX: 0836-22-2157
E-Mail: me209@yamaguchi-u.ac.jp

詳細を知りたい方は、コチラまでお問い合わせ下さい！

一貫した研修のメリット！
臨 床 研 修 か ら 専 門 研 修 ま で

山 口 県 で

専 門 医 に な ろ う !

YAMAGUCHI
QUEST

YAMAGUCHI
QUEST

内科と外科は、初期研修中に経験した症例も、

専門研修の症例として登録することができます！

特に、内科や外科のサブスペシャルティ専門医の取得も目指して
いる方は、初期研修での内科や外科経験数が多い程、3年目
以降の研修スケジュールをやりたい分野を中心に研修する
ことができます！

内科も外科も山口大学との連携があり、山口県内の臨床
研修病院であれば、実績のある指導医の下で研修した症例を

専門研修症例としてスムーズに登録できます！

山口県内の専門研修プログラムは、山口県内の臨床研修病院全てが協力関係に
あるため、臨床研修から専門研修まで一貫して山口県内で研修すると、専門医取
得のための症例経験を積みやすいという大きなメリットがあります！

メリット1メリット1

メリット2メリット2

メリット3メリット3

特 集特 集
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大学病院／外科（専門医取得に必要な領域を研修）

大学病院もしくは関連病院／外科（専門医取得に必要な領域を研修）

大学病院もしくは関連病院／外科（専門医取得に必要な領域を研修）

1年目

2年目

1年目

2年目

3年目

臨
床
研
修

専
門
研
修

内科（24週）

麻酔科（８週） 外科（36週）

救急（12週）
小児科
（４週）

地域
医療

（４週）
外来

（４週）

精神科
（４週）

産科
婦人科
（４週）

麻酔科
（４週）

内科（24週）

内科（８週） 内科（28週）

救急（12週）
産科
婦人科
（４週）

外科
（４週）

地域
医療

（４週）
外来

（４週）
外科

（４週）

放射
線科

（４週）

小児科
（４週）

精神科
（４週）

循環器内科 神経内科消化器内科 血液・内分泌内科 呼吸器内科

消化器内科（連携施設）

消化器内科 不足領域 消化器内科

1年目

2年目

1年目

2年目

3年目

臨
床
研
修

専
門
研
修

山中菜々美 先生

例えば将来消化器内科を志望している場合、１年目の研修スタート時と2年目の研修終了時に
消化器内科を経験することで、3年目からの専門研修にスムーズに繋げることができます！

臨床研修の必修科としての内科研修以外に、

選択科で幅広く内科分野を経験
しておくことをオススメします！

山口大学の内科専門研修プログラムでは、専攻医一人一人の初期研修中の経験を踏まえて、①3年間内科全体を研修するコース（内科基本コー
ス）、②１年間専門分野を重点的に研修するコース(１年重点研修コース)、③２年間専門分野を重点的に研修するコース（並行研修コース）、④４年間
で内科専門医とサブスペシャルティ専門医を取得するコース（混合研修コース）を選ぶことができます！

初期研修の最初からその後の進路を見据えた、柔軟なプログラムを組むことができます（他大学
系列の病院にもタスキ掛けで研修に出ることが可能でした！）。また、市中病院・大学病院の良いと
こ取りができるため、J-OSLERが指定する非常に広範囲な内科全般症例を早い段階で経験し、獲
得することができます。

梅野紘希 先生

臨床研修期間では、外科医に必要な内科診療、救急診療、
麻酔科診療、小児診療、精神科診療などを幅広く経験した上で、

２年目の後半でできるだけ長く
外科手術に入ることをオススメします！
２年目の後半でできるだけ長く
外科手術に入ることをオススメします！

山口大学の外科専門研修プログラムでは、初期研修の施設を自由に選択でき、3年目以降は第一外科・第二外科の両方で研修することが可能です。
①3年目に入局して専門医を取得するコース（初期研修終了後入局コース）と②外科専門医取得後に入局するコース（外科専門医取得後入局コー
ス）を選ぶことができます。

鳥取大学出身の梅野紘希です。初期研修を山口県内の関連病院で積むことで円滑に外科専門研
修に繋げることができました。指導医の先生方が経験不足の症例について親身に考えてくださる
ので症例不足の心配がなく日々修練に励んでいます。

内 科
の場合

外 科
の場合

先輩の声

先輩の声
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「やまぐちドクターネット」に登録して
頂いた方には、山口県の地域医療な
どの情報をお届けするほか、希望によ
り個別相談にも応じています。

まずは、やまぐち
ドクターネットへ登録

山口県内の15の臨床研修病院の情報や、専門研修病院の情報がまとまっているので、山口県内で
病院をお探しの方は、まずはやまぐちドクターネットで！
各病院の臨床研修プログラムはもちろん、各臨床研修病院で組織する「山口県医師臨床研修推進
センター」での取り組みも紹介しています。山口県での勤務がイメージできるよう、公的医療機関等
の情報も掲載しています。また、新専門医制度の情報も発信していきますので、注目してください！

隔月配信で、山口県内の病院情報から、県の取り組み、県内で活躍す
る先輩医師のインタビューまで、山口県の地域医療情報がまるごとわ
かるメルマガになっています!!

メールマガジンで山口の取り組みを知れる!

臨床研修・専門研修病院情報をゲットできる！

https://www.y-doctor.med.yamaguchi-u.ac.jp

「やまぐちドクターネット」で
山口県の地域医療などの

情報をお届け！

バックアップ
1

バックアップ
1

山口県は
医師・医学生の皆さんを

バックアップします!

YAMAGUCHI
QUEST

YAMAGUCHI
QUEST

山口県の
取り組み
山口県の
取り組み
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※出展予定は変更となる場合がありますほか出展予定

病院説明会への山口県ブース出展!

臨 床・専 門 研 修 相 談

医 師 修 学 資 金

県内臨床研修・専門研修 合同説明会 inやまぐちの開催！

●今後の病院説明会出展予定
 2026年 7月5日（日）

レジナビフェア大阪

希望者には、県内の公的医療機関等への就職や臨床研修、専門研修などの個別の相談にも応じ
ています。お気軽にご相談ください。

山口県健康福祉部医療政策課

修学、就職、研修をサポート！

将来、県内で医師として地域医療に従事しようとする医学生に、修学資金の貸付を行う制度です。
指定の公的医療機関等に一定期間従事することで、貸付金の返還が免除されます。

電　話 : 083-933-2937　メール : a11700@pref.yamaguchi.lg.jp
お問い

合わせ先

かめ福 オンプレイス
※開催予定は変更となる場合があります

専門研修合同説明会
9月5日（土）

● 令和8年度の開催予定

山口大学医学部附属病院
A棟1階オーディトリアム

臨床研修合同説明会
 2026年  2026年7月3日（金）

山口県の特徴などを医学生へ
情報発信！

山口県では、レジナビやeレジフェアといっ
た病院説明会ヘブースを出展しています。
各病院のブースでは、初期研修医や指導
医などと直接話をすることができます。

医学生・研修医に向けて臨床研修から専門医取得まで魅力あるキャリア形成プランを提示する県
内臨床研修・専門研修合同説明会を開催します！

バックアップ
2

バックアップ
2

バックアップ
3

バックアップ
3
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数字で見る
山口県

\家賃が安い!/ \ストレスオフ県/

民営賃貸住宅の家賃（１か月3.3㎡当たり）出展 小売物価統計調査（動向編）（総務省）

山口県

3,601円
首都圏

6,793円
全国平均

4,467円

全国

総合1位

全国

第4位

「ストレスオフ県ランキング 2020」において、

山口県が男性第2位、女性第3位となり

男女総合ランキングで第1位に輝きました!!
調査機関:一般社団法人ストレスオフ・アライアンス、合同会社エンディアン 全
国10万人の男女(20~69歳の男女各5万人)対象とした「ココロの体力測定」調査
に基づく。出展:https://mediplus-lab.jp/contents/detail/9036/

心地よく住みやすい

本州最西端の山口の地で、新たな魅力があなたを待っている。

観光も、食も、風景もーさあ、山口を探求しよう!

YAMAGUCHI
QUEST
YAMAGUCHI
QUEST

松下村塾など、明治維新の歴史が息づく城下町 萩

熱した瓦の上で

焼き上げる

名物瓦そば

秋芳洞

元乃隅神社

角島大橋

FUKUE BEACH

テレビCMでも話題。

エメラルドブルーの海に伸びる、

日本屈指の絶景ロード。

一歩踏み入れると、別世界。

広がるのは神秘の地下空間。

青い海と白い砂浜に映える、

高さ約5mの巨大ブランコ。

海響館
イルカが舞い、

ペンギンが泳ぐ。

海峡で出会う、

いのちの水族館。

赤間神宮
壇ノ浦の歴史を今に伝える社。

華やかな海峡まつりが、

海峡を彩る。

ずらりと並ぶ朱色

の鳥居が神秘的。

1

5

6

2

3

4

1

2

3

5

6

8

10
4

経験値を積むなら、
山口県。

防府天満宮
学問の神様・菅原道真を祀る、

日本最初の天満宮。
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山口県の震度別地震回数

震度

回数

1

617

2

250

3

88

4

30

5

7

6

0

7

0

合計

992

※気象庁「震度データベース」をもとに作成

（令和7年（2025年）3月31日現在）

※気象庁HP「気象統計情報」、下関地方気象台HP「山口県に接近・通過
した台風の記録」をもとに作成

■山口県における大正8年（1919年）以降の震度別地震回数

平成3年（1991年）〜令和6年（2024年）の上陸･接近回数

本　土

山口県

回数

回数

平均

平均

195

接近

54

5.7

1.6

100

うち上陸

14

2.9

0.4

\台風被害が少ない/
全国

第1位
\地震が少ない/

（気象庁HP「台風の統計資料」、下関地方気象台HP「山口県に接近・通過した台風
の記録」をもとに作成）

4 .04 .0

3 .53 .5

3 .03 .0

2 .52 .5

2 .02 .0

1 .51 .5

1 .01 .0

0 .50 .5

0 .00 .0
北海道北海道

1.81 .8

山口県山口県

1.61 .6

東北東北

2.72 .7

北陸北陸

2.72 .7

関東甲信関東甲信

3.13 .1

四国四国

3.23 .2

九州北部九州北部

3.63 .6

九州南部九州南部

3.73 .7

東海東海

3.43 .4

近畿近畿

3.23 .2

中国中国

2.92 .9

平成3年（1991年）～令和6年（2024年）の地域別年間平均接近回数

湯田温泉

白壁の町並

錦帯橋

湯田温泉駅前の

でっかい白狐が

お出迎え!

スキー場も

あるよ!

秋吉台の近くには大迫力の
サファリランド!

SLやまぐち号

秋吉台

瑠璃光寺五重塔

周南市工場夜景
光に包まれた工場群が幻想的に浮かび上がる

人気の夜景スポット。独特の景観に思わず圧倒される!

岩国城下、清流錦川にかかる美しい五連アーチの木造橋。

自然と歴史が織りなす景観が広がる、山口を代表する名所。

白壁の建物が続く、

情緒あふれる町並み。

見渡す限り広がるカルストの大地！

キャンプ、サイクリング、そして満天の星空を体験しよう！

白狐が見つけたと伝えられる名湯。

観光や食べ歩きも楽しめる、

にぎわいの温泉街。

優美な姿でそびえる

日本三名塔のひとつ。

黒い蒸気を上げて走る、

レトロな観光列車。

8

9 10

11

12

13

14

7

11

12

14

13

※面積当たりの
　地震の少なさ

※
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岩国錦帯橋
空港

山口宇部空港

山陽
自動

車道

中国自動車道

山陽新幹線

下関IC

小郡IC

新山口駅

新岩国駅

新下関駅

厚狭駅
徳山駅

山陰
道

FUKUOKA

SHIMANE HIROSHIMA

山口県健康福祉部医療政策課

083-933-2937 a11700@pref.yamaguchi.lg.jpE-mailTEL

〒753-8501 山口県山口市滝町1番1号

山口県医師臨床研修推進センター

083-922-2510 info@yamaguchi.med.or.jpE-mailTEL

〒753-0814 山口県山口市吉敷下東３丁目１−１ 山口県医師会内

YAMAGUCHI MAPYAMAGUCHI MAP
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新幹線

約1時間

約1時間50分
約1時間50分

約12時間45分高速道路
約8時間30分
約6時間40分

約50分

24分

1時間30分

1時間30分

飛行機

2時間42分

4時間18分

1時間52分

30分34分

13分

やまぐちドクターネットhttps://www.y-doctor.med.yamaguchi-u.ac.jp
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主要都市からの
アクセス良好

山口県は隣県からのアクセスが良く、

通勤するにも移住するにも

適した環境です。

新幹線は
5駅

空港は2
港あるの

で

とっても
快適!

新幹線や在来線、高速道路も

充実で、通勤・移動も快適に

過ごすことができます。


